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焼
き
肉
大
会
で
牛
肉
の
安
全
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5
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拡
大
検
討
委
員
会
・住
民
意
見
交
換
会

南
箕
輪
村
大
芝
高
原
に
建
設
を
予
定
し
て
い
る
県
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
の

基
本
構
想
を
策
定
す
る
拡
大
検
討
委
員
会

(委
員
長

・
柏
木
博
武
蔵
野
美
大
教

授
)
の
第
二
回
会
議
と
、
東
北
信
地
区
の
住
民
を
対
象
に
し
た
意
見
交
換
会
が

二
十
七
日
、
長
野
市
の
県
庁
で
開
か
れ
た
。

拡
大
検
討
委
員
会
に

は
、
柏
木
委
員
長
ら
、
基

本
構
想
の
素
案
を
策
定
し

た
有
識
者
会
議
の
メ
ン

バ
ー
三
人
と
、

一
般
公
募

…㌦
迂
㌦
声

と

⇔W

ム
慈
綬

A
懸

L

軌

・亘

.

∴
S

・

桑
心

ノ
X

・∵

、M

.
‥ゑ潟

、

へ

㎡

、.・
.

.肇

潟

占

出
廷

ノ

の
　も

oo

W…軌

∩

麗

U

、∨
○

鋪
口
、、
‥な
袖

伊那千秋会が菊花展

 

伊
那
市
な
ど
の
菊
愛
好

家
で
つ
く
る
伊
那
千
秋
会

(福
沢
英
夫
会
長
、
約
四

十
人
)
の
第
四
十
二
回
菊

花
展
が
二
十
七
日
か
ら
、

伊
那
市
西
町
の
ア
ピ
タ
駐

車
場
で
始
ま
っ
た
。
会
員

が
手
塩
に
か
け
た
約
八
百

点
の
色
と
り
ど
り
の
菊
を

飾
り
、
ふ
く
よ
か
な
香
り

が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。

出
品
は
大
輪
菊
の
三
本

情態
治
㌧

㌔

,
麟

色 とりどりの力作が並ぶ会場

 

ず
れ
も
天
・
地

・
人
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
、
花
も
豪

華
。
ま
た
、
近
年
の
住
宅

事
情
を
背
景
に
、
飾
り
や

す
い
、
だ
る
ま
や
福
助
の

出
品
数
も
多
く
、
出
来
も

上
々
。
「杉
木
立
」
「五
重

の
塔
」
盆
栽
づ
く
り
も
作

者
の
丹
精
が
光
る
。

福
沢
会
長
は

「夏
が
暑

く
、
つ
く
り
ず
ら
い
年

だ
っ
た
が
、
会
員
の
努
力

で
良
い
花
が
そ
ろ
っ
た
」

と
話
し
て
い
る
。

だ
る
ま
、
福
助
、
菊
苗

や
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
も
販

売
し
て
い
る
。
十

一
月
三

日
ま
で
。
開
場
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
。

委
員
七
人
が
出
席
。
九
月

に
ま
と
め
ら
れ
た
素
案
や

第

一
回
会
議
の
結
果
を
踏

ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

を
披
露
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
性
格
を
考

え
る
上
で
、
委
員
ら
が
共

通
し
て
認
め
た
要
素
は
、

「
森
」
「
生

命
」
「
環

立
て
、
だ
る
ま
、
福
助
、

懸
が
い
、
盆
栽
づ
く
り
、

自
由
花
壇
、
切
花
、
競
技

花
な
ど
。

特
に
競
技
花
の

「国
華

吉
兆
」
が
目
を
引
く
。
い

境
」
。
さ
ら
に
、
田
中
知

事
が
計
画
見
直
し
を
表
明

し
た
時
点
で
出
来
上
が
っ

て
い
た
当
初
案
も
勘
案

し
、
「物
理
」
「化
学
」
を

含
め
た

「自
然
」
を
そ
れ

に
加
え
た
。

拡
大
検
討
委
に
続
い
て

開
い
た
住
民
意
見
交
換
会

に
は
、
わ
ず
か
二
十
数
人

が
出
席
。
柏
木
委
員
長
ら

が
質
問
や
意
見
に
対
応
し

た
が
、
東
北
信
地
区
住
民

の
関
心
の
低
さ
を
示
し

た
。次

回
の
拡
大
検
討
委
は

十
一
月
十
八
日
、
南
箕
輪

村
の
大
芝
荘
で
開
く
。

川
に
寄
せ
る
夢
を
発
表
す
る
子
供
た
ち

川
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

子
供
た
ち
自
由
な
発
想

伊
那
青
年
会
議
所
環
境

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の

「環
境
M
I
Z
U
フ
ェ
ス

タ
ー
M
I
Z
U
未
来
」
は

二
十
七
日
、
伊
那
市
役
所

で
会
員
、
親
子
ら
四
十
人

〉
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が
参
加
し
開
い
た
。
子
供

た
ち
が

「川
を
中
心
に
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
描
い
た
未
来
図
を
も

と
に
意
見
を
出
し
合
い
、

今
、
自
分
た
ち
は
な
に
を

　

　　

す
べ
き
か
を
考
え
た
。

M
I
Z
U
キ
ャ
ン
プ
、

M
I
Z
U
ま
つ
り
に
続
く

フ
ェ
ス
タ
の
三
回
目
。
M

I
Z
U
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

し
た
子
供
十
四
人
が
意
見

発
表
し
た
。

自
由
な
発
想
で
描
い
た

絵
を
見
せ
な
が
ら

「サ
ケ

が
遡

(そ
)
上
す
る
よ
う

な
、
き
れ
い
な
川
で
遊
び

た
い
」
「ザ
リ
ガ
ニ
や
カ

ジ
カ
、
小
鳥
な
ど
生
き
物

が
い
っ
ぱ
い
す
む
川
が
い

い
」
「安
全
で
き
れ
い
な

川
で
、泳
ぎ
た
い
」な
ど
、

「魚
が
す
み
、
泳
げ
る

川
」
が
多
か
っ
た
。

「川
の
上
に
板
を
並
べ

野
球
場
に
し
た
い
」
「い

ろ
い
ろ
な
生
き
物
が
す

み
、
時
に
は
争
う
川
の
中

の
様
子
を
モ
ニ
タ
ー
で
観

察
し
た
い
」
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
な
発
想
も
あ
り
、
大
人

た
ち
を
感
心
さ
せ
た
。

ま
た
子
供
た
ち
は
、
き

れ
い
な
川
に
す
る
た
め
に

「自
分
た
ち
が
ま
ず
、
ご

み
や
空
き
缶
を
拾
う
こ
と

が
大
切
」
と
確
認
し
た
。

未
来
図
は
十

一
月
二
日
ま

で
、
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

に
展
示
す
る
。

圃

伊
那
の
お
天
気
⌒

等

等
卿

い

興○ 、.

剛細

b
細越

困田

い

騨○ 、.

鏑田2

b

u

囎

回

あ
い
さ
つ
は
社
会
生
活

の
基
本
と
い
わ
れ
る
。
然

ら
ば
記
者
社
会
の
間
で
は

ど
う
か
。
こ
の
仕
事
に
就

く
ま
で
、
い
く
つ
か
の
職

を
経
験
し
て
き
た
の
で
、

記
者
経
験
は
短
い
ほ
う
だ

が
、
そ
の
中
で
不
思
議
に

思
っ
た
の
は
、
取
材
先
で

記
者
同
士
が
顔
を
合
わ
せ

た
時
、
あ
い
さ
つ
を
あ
ま

り
交
わ
さ
な
い
点
だ
▼
理

由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
取

材
は
競
争
で
あ
り
、
他
社

の
連
中
な
ど
無
視
し
て
し

ま
え
、
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
か
。
こ
ち
ら
が
先

に
あ
い
さ
つ
し
な
い
限
り

無
視
さ
れ
る
。
あ
い
さ
つ

し
て
も
無
視
す
る
人
も
い

る
。
そ
の
う
ち
ば
か
ら
し

く
な
り
、
自
分
も
あ
い
さ

つ
を
し
な
く
な
る
。
下
ら

ぬ
見
栄
だ
が
、
あ
る
記
者

は
そ
れ
を

「プ
ラ
イ
ド
」

な
ど
と
言
っ
た
▼
取
材
先

で
、
道
行
く
子
ど
も
た
ち

が
進
ん
で
あ
い
さ
つ
し
て

く
れ
る
姿
を
見
て
は
、
変

に
気
取
っ
た
自
分
を
反
省

す
る
。

(服
部
記
者
)

ご

注
文

の
本

(雑
誌
を
除
く
)

を
特

急

(
3
～
4
日
)
で
お
取

寄
せ
致
し
ま
す

。

(手
数
料

一
冊

50
円
+
税
)

ご
利
用
く
だ
さ

い
。

阻72
蹴72

サ ァ● 霧 扉会
管 簾 噂 で 鳥篭 豪 い 、毒 捧会

予 約 お待 ち して お ります 。

灘 覇 優痢
伊那市駅前 銀行隣

よ い い な

TEL.72-4517

FAX.72-5322

料 理3,000円 ～5,000円
一 生 懸 命 サ ー ビス 致 し ま す

。
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KOA主 催「森林塾 」
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K
O
A
主
催
の
第
十
二

回
森
林
塾
が
こ
の
ほ
ど
、

伊
那
市
西
箕
輪
の
有
賀
建

具

(有
賀
恵

一
代
表
)
で

あ
っ
た
。
山
に
親
し
み
、

山
造
り
の
基
本
的
技
術
を

身
に
つ
け
よ
う
と
全
国
か

ら
塾
生
ら
三
十
人
が
参

加
。
有
賀
さ
ん
か
ら
国
産

材
の
入
手
法
、
利
点
、
欠

点
、
製
材
方
法
な
ど
を
学

ん
だ
。

有
賀
さ
ん
は
入
手
法
に

つ
い
て

「大
き
な
用
材
は

材
木
店
か
ら
、
小
さ
い
も

の
は
チ
ッ
プ
屋
か
ら
買

う
。
チ
ッ
プ
屋
に
は
名
前

も
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
さ

ま
ざ
ま
な
木
が
あ
り
、
製

材
す
る
時
は
、
ど
ん
な
木

目
が
出
る
か
、
ど
き
ど
き

し
て
、楽
し
い
」と
話
し
た
。

ま
た
、
身
近
に
あ
る
六

十
種
類
の
木
の
見
本
を
見

せ
な
が
ら
▽
赤
松
は
強
度

が
高
い
が
、
加
工
性
は
良

い
。
建
具
や
家
具
、
板
な

ど
用
途
は
広
い
▽
イ
チ
イ

は
、
加
工
し
や
す
い
。
建

築
材
や
床
柱
な
ど
装
飾
材

に
向
く
▽
カ
エ
デ
は
木
目

が
美
し
く
、
ス
キ
ー
板
、

バ
イ
オ
リ
ン
に
使
わ
れ
る

ー
な
ど
、
特
徴
や
用
途
に

つ
い
て
、
丁
寧
に
説
明
し

た
。

国産材の種類や用途を説明

障害者 と高齢者

合同でスポーツ交流会

 

上
伊
那
福
祉
事
務
所
は

こ
の
ほ
ど
、
「心
身
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
広
場

(第
十
七

回
上
伊
那
地
域
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
教
室
)」
と

「高

齢
者
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
」
を
県
伊
那
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
体
育
館
と

南
箕
輪
村
の
大
芝
高
原
で

開
い
た
。

合
同
開
催
は
二
年
目
。

約
九
十
人
が
参
加
し
、
室

内
で
の
カ
ー
リ
ン
グ

「
ユ

ニ
カ
ー
ル
」
や
ネ
ッ
ト
に

付
け
た
ポ
ケ
ッ
ト
に
ポ
ー

ル
を
入
れ
る

「ポ
ケ
ネ
ッ

ボ
ケ
ネ
ッ
ト
に
挑
戦
す
る
参
加
者

ト
」
な
ど
を
気
軽
に
楽
し

ん
だ
。

ま
た
、
今
年
か
ら
参
加

者
の
要
望
に
よ
り

「
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
一
も
新
た
に

加
わ
っ
た
。

同
所
職
員
は

「参
加
者

か
ら
は
多
く
の
人
と
交
流

で
き
て
楽
し
い
と
の
声
が

聞
か
れ
る
。
今
後
も
、
要

牛
肉

の
安
全
性
を

P
R

麟

…耀

伊
那
市
上
牧
の
食
肉

卸
・
小
売
店
の
原
畜
産
と

箕
輪
町
木
下
の
肉
牛
生
産

農
家
、
小
池
牧
場
が
中
心

と
な
り
二
十
七
日
、
牛
肉

の
安
全
性
を
呼
ひ
か
け
る

「焼
肉
大
会
」
を
南
箕
輪

村
大
芝
高
原
近
く
の
牧
草

地
で
開
い
た
。

肉
牛
、
乳
牛
生
産
関
係

者
や
地
域
住
民
な
ど
約
七

十
人
が
参
加
し
、
澄
み

切
っ
た
秋
晴
れ
の
中
、
安

全
で
お
い
し
い
県
内
産
牛

肉
の
味
を
楽
し
ん
だ
。

「狂
牛
病
問
題
が
取
り

上
げ
ら
れ
る
以
前
か
ら
安

全
で
あ
る
こ
と
を
P
R
し

た
い
」
と
の
意
向
か
ら
、

検
査
済
み
と
検
査
前
の
牛

肉
合
わ
せ
て
二
十
キ
。を
用

意
。
食
欲
の
秋
も
手
伝

い
、
牛
肉
は
み
る
み
る
参

加
者
の
胃
袋
に
納
ま
っ
て

い
っ
た
。

あ
る
参
加
者
は

「本
当

に
お
い
し
い
。
意
識
し
た

つ
も
り
は
な
い
が
、
最
近

牛
肉
を
口
に
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
意

識
し
て
牛
肉
を
食
べ
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

小
池
牧
場
の
小
池
孝
一

さ
ん
は

「市
場
価
格
が
下

が
り
、
出
荷
規
制
も
厳
し

い
。
こ
う
し
た
状
況
が
あ

と
半
年
も
続
け
ば
、
間
違

い
な
く
経
営
は
で
き
な

い
。
以
前
の
よ
う
に
多
く

の
人
が
、
牛
肉
を
消
費
し

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

望
が
あ
れ
ば
種
目
を
増
や

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

4
日
多
彩
に

上
牧
区
民
祭

研

修

セ

ン

タ
ー
な
ど
で

伊
那
市
の
上
牧
区

(唐

木
友
視
区
長
)
は
四
日
午

前
九
時
か
ら
、
上
牧
研
修

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
「2

0
0
1
年
上
牧
区
民
祭
」

を
開
く
。
多
く
の
来
場
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

常
会
対
抗
駅
伝
や
お
祭

り
広
場
、
屋
台
村
、
野
菜

重
量
当
て
ク
イ
ズ
、
ふ
れ

あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
文
化

作
品
展
な
ど
の
ほ
か
、
二

百
四
十
年
前
の
上
牧
村
の

地
図
、
上
牧
八
幡
宮
の
資

料
な
ど
も
特
別
展
示
す

お

く

や

み

申

し

上

げ

ま

、ず

⇔

唐
木

武
志
さ
ん

(か
ら
き

・
た
け
し
)

二
十
六
日
、
五
十
四

歳
。
伊
那
市
横
山
九
五
〇

二
。
葬
儀
は
二
十
九
日
午

前
十

一
時
か
ら
横
山
区
民

セ
ン
タ
ー
。
喪
主
は
母
の

ヲ
キ
エ
(を
き
え
)
さ
ん
。

相
馬

利
夫
さ
ん

(そ
う
ま
・
と
し
お
)

二
十
七
日
、
六
十
六

歳
。
古
物
商
。
駒
ヶ
根
市

経
塚
四
-
八
。
葬
儀
は
二

十
九
日
正
午
か
ら
安
楽

寺
。
喪
主
は
妻
の
ち
か
ゑ

(ち
か
え
)
さ
ん
。

て
い
た
。

次々 と消費 される牛肉

お
く
や
み
の
お
知
ら
せ

ば
無
料
で
す
。
本
社
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
T
E

L
7
2

・
4
1
0
0
、
F

A
X
7
7

・
1
9
5
0
。

る
。詳

細
は
唐
木
区
長

(宕

78

・
0

3

8

0
)

キリン発泡酒商品で

必ずもらえるキャンペーン

 

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
十
二

月
十
日
ま
で
、
キ
リ
ン
発

泡
酒
商
品
で

一、必
ず
も
ら

え
る
!
キ
ャ
ン
ヘ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
る
。

賞
品
は
シ
ア
ト
ル
マ
リ

ナ
ー
ズ
グ
ッ
ズ
。
希
望
賞

品
に
必
要
な
枚
数
の
応
募

券
を
集
め
て
応
募
す
る

と
、
全
員
に
賞
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
マ
イ
レ
ー
ジ

型

キ

ャ

ン
ペ
ー

ン
。
九

州

・
沖
縄
エ
リ
ア
を
除
く

全
国
で
実
施
。

選
べ
る
賞
品
は
、
応
募

券
四
十
八
枚
コ
ー
ス
で
ロ

ン
グ

ス
リ

ー
ブ
T
シ

ャ

ツ
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ

グ
、
陶
製
ペ
ア
マ
グ
。
応

募
券
七
十
二
枚
コ
ー
ス
で

マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
フ

{
曇

麟

㌧

.

リ
ー
ス
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ジ

ャ
ン
ボ
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
。

応
募
券
百
二
十
枚
コ
ー
ス

で
は
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ト

ラ
ン
ク
、
ジ
ャ
ン
ボ
ペ
ア

ク
ッ
シ
ョ
ン
。

対
象
商
品
は

「顧
麟
淡

麗
〈
生
〉
一の
三
百
五
十

・

五
百
、ブ
拐
缶
、

一
拐
缶
、

ボ
ト
ル
缶
、
一白
麟
麟
」

の
三
百
五
十

・
五
百
、バ
拐

缶
.、
応
募
資
格
は
満
二
十

歳
以
ヒ
の
日
本
国
内
在
住

者

.
応
募
先
は
〒
1
1
9

0
3
2
8

東
京
中
央

翼
叉
,旬

『、必
ず
も
ら

え

る
ー
∵
、ノ
ナ
ー
ズ
グ
ッ
ズ

キ

∵

∴

;
ン
」
係
..

啓
、レ、㌧
.
⇔
せ
は
キ
ぷ、
ン

ヘ
ー

ン
ヌ
イ
ヤ
ル

(
フ

戊
・-タ
イ
,セ～ル
0
1
2
0

6
6
9
3
3
2
)
、
門
,

い
合
わ
せ
窓
口

(宕
0
4

8

・
4
7
8

・
3
8

5

1
)
へ
。

真
心
込
め
て
お
手
伝
い
致
し
ま
す
。配船
≡
鯛翼

嬬

⑫

平
安
祭
典

む
7
8
-
8
7
8
7

母
山

口

ま

さ

の
儀
+
月
二
+
五
日
午

後
三
時
二
分
八
十
五
歳
を
も
っ
て
天
寿
を

全
う
し
永
眠
致
し
ま
し
た

こ
こ
に
生
前
の
ご
厚
誼
を
深
謝
し
謹
ん
で

ご
通
知
申
し
上
げ
ま
す

追

っ
て
葬
儀
は
左
記
の
通
り
相
営
み
ま
す

記

一
、
日
時

十
月
二
十
九
日
(月
)

正
午
よ
り

告
別
式

一
、
場
所

箕
輪
町
中
箕
輪

セ
レ
モ
ニ
ー
平
安

箕
輪
斎
場

平
成
十
三
年
十
月
二
十
八
日

箕
輪
町
松
島
日
の
出
二

ξ 孫 譲 嫁 里

親 山 山 山 山

戚 口 口 口 口

寿 君 武

彦 子 勇

 

香
野
子

一

同

曇鮪

緩目

護

亘
理

冒.璽

　
繭
目
"ー

フ
ジ
サ
ワ
セ
レ
モ－

T
西
町

会館

伊
那
市
ハ
イ
パ
ス
小
黒
川
北

宕
74
-
2
0
6
0もしもの時は『フジサワ』に麟相議、おまかせになられるのがもっとも安心です式場は高さ約6メートルを確保して、厳粛なイメージの中で悔いのない心に残る儀式が執り行えます。

㈱

グ

レー

十

ス

W

葬

祭

セ

⑤.

タ

ー

駒
ヶ

根
店

吾

81

1
1

1

0

9

特

認

藷川

錯。。

釧

醐

馨

‖

が

の

構

造

花
噸

儀料

葬

奴
孫
ム
五
舶
顧

み
の
わ
塞

捨
燃
竃

掲

舗

花

輪
頂

●
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伊
那
北
の
予
選
-
位
決
定

高
校
野
球
の
二
〇
〇
一

年
度
秋
季
上
伊
那
大
会
は

二
十
七
日
、
駒
ケ
根
市
の

ア
ル
プ
ス
球
場
と
県
営
伊

27日 の高校野球 ・上伊那大会

◎

那
野
球
場
で
予
選
リ
ー
グ

3
試
合
が
行
わ
れ
た
。

県
営
伊
那
野
球
場
で
の

上
伊
那
農
業
-
赤
穂
は
、

【県営伊那野球場】

上 農21020107013

赤 穂03140011010

▽三塁打 小 坂、飯塚(赤)

▽二塁打 松 崎、松沢(上)、 中山(赤)

高

校

野

球

上
伊
那
大
会

序
盤
か
ら
激
し
い
点
の
取

り
合
い
に
な
っ
た
が
、
上

農
が
八
回
に

一
挙
7
点
を

あ
げ
て
逆
転
勝
ち
。
ア
ル

【駒 ヶ根市アルプス球場】

駒 工0010080009

高 遠46010100×12

▽三塁打 池 上(駒)、 春 日2(高)

6

プ
ス
球
場
の
辰
野
-
伊
那

北
は
、
終
始
リ
ー
ド
を

保
っ
た
伊
那
北
が
完
勝

し
、
予
選
リ
ー
グ
2
勝
目

を
あ
げ
た
。

ま
た
高
野
連
上
伊
那
事

務
局
は
、
同
日
の
ア
ル
プ

ス
球
場
で
、
部
員
不
足
か

11

【駒 ヶ根市アルプス球場】

辰 野101001201

伊 那 北32004002×

▽三塁打 有 賀(伊)

▽二塁打 小野 、 田中(伊)

浦 野 、丸 山(辰)

住
宅
火
災

か
ら
飛

び
火

二
次

・
山

林

火

災

想

定

 手
良
で
伊
那
市
火
災
防
御
訓
練

域
住
民
が
参
加
し
、
消
火

や
出
動
訓
練
な
ど
で
有
事

に
備
え
た
。

。

訓
練
は
、
住
宅
火
災
の

一
次
火
災
と
、
飛
び
火
に

よ
る
山
林
火
災
の
二
次
火

災
の
発
生
を
想
定
。

一
次
火
災
訓
練
は
J
A

手
長
支
所
で
、
消
防
署
や

消
防
団
、
自
主
防
災
会
の

出
動
、
消
火
訓
練
。
二
次

火
災
訓
練
は
、
野
口
八
幡

神
社

一
帯
を
会
場
に
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
要
請
訓
練
や

放
水
訓
練
を
行
っ
た
。
参

加
者
は
、
万
一
に
備
え
、

本
番
さ
な
が
ら
の
真
剣
な

表
情
で
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
訓
練
開
始
前
に

は
、
区
民
を
対
象
に
消
火

栓

・
消
火
器
取
り
扱
い
訓

練
も
あ
り
、
参
加
者
は
消

防
署
員
の
説
明
に
熱
心
に

聞
き
入
り
、
実
際
に
消
火

器
を
使
っ
て
の
消
火
を
実

践
し
た
。

ら
現
三
年
生
を
補
充
し
て

出
場

(事
務
局
容
認
・
対

駒
ケ
根
工
業
)
し
た
高
遠

と
、
学
校
事
情
で
出
場
を

見
合
わ
せ
、
予
選

二
試
合

目

(十

一
月
三
日
)
か
ら

出
場
す
る
箕
輪
工
業
を

「順
位
付
け
し
な
い
」
と

発
表
。
結
果
、予
選
A
リ
ー

グ
・
赤
穂
の
三
位
、
同
B

リ
ー
グ

・
伊
那
北
の

一
位

が
決
定
し
た
。

十

一
月

三
日
の
予
選

リ
ー
グ
は
予
定
通
り
4
試

合
を
行
う
。

.

140人 で熱戦
しんきん友の会
マレット大会

 

地
区
を
会
場
に
行
っ
た
。

市
の
防
災
関
係
機
関
と
地

伊
那
市
火
災
防
御
訓
練

は
こ
の
ほ
ど
、
手
良
野
口

消火器 の取 り扱い訓練をする区民たち

伊
那
信
用
金
庫
は
二
十

四
日
、
伊
那
市
西
箕
輪
の

マ
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
は
び
ろ

で

「二
〇
〇

一
年
度
し
ん

き
ん
友
の
会
全
店
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
い

た
。
昨
年
と
ほ
ぼ
同
数
の

百
四
十
人
が
参
加
し
、
天

竜

・
仙
丈
の
ニ
コ
ー
ス
で

快
音
を
響
か
せ
た
。

切
り
株
や
石
が
多
く
、

起
伏
や
カ
ー
ブ
も
激
し
い

プ
レ
ー
ヤ
ー
泣
か
せ
の
難

コ
ー
ス
と
あ
っ
て
、
参
加

者
は

一
打
、

一
打
、
慎
重

に
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
振

っ
て

い
た
11
写
真
。

上
位
結
果
は
次
の
通
り

子
展

裕
隔

畑
棚

田
さ

くし楽紛り切の本伊
那
市
の
富
県
郵
便
局

で
三
十

一
[口
ま
で
、
地
元

の
田
畑
裕
子
さ
ん
(27
)
の

「楽
し
い
切
り
絵
展
」
が

開
か
れ
て
い
る
‖
写
真
。

作
品
は
田
畑
さ
ん
が
制

作
し
た
創
作
絵
本

「か
か

し
の
お
く
り
も
の
」
を
切

り
絵
に
し
た
も
の
。

お
じ
い
さ
ん
が
作
っ
た

か
か
し
。
か
か
し
の
周
り

に
集
ま
っ
た
動
物
た
ち
に

心
や
さ
し
い
か
か
し
は
、

野
菜
を
分
け
与
え
た
。

怒
っ
た
お
じ
い
さ
ん
は
、

か
か
し
を
捨
て
て
し
ま
う

と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
、

十
枚
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。キ

ャ
ベ
ツ
の
葉

一
枚

一

枚
、
麦
の
穂
の

一
本

一
本

を
切
り
ぬ
き
、
貼
り
付
け

る
と
い
う
細
か
い
作
業

で
、
立
体
感
を
出
し
た
力

作
。
多
く
の
鑑
賞
を
呼
び

か
け
て
い
る
。

(カ
ッ
コ
内
支
店
)。

▽
優
勝
‖
青
木
エ
ミ
子

88

(辰
野
)
②
小
平
貞
子

89

(本
店

・
ナ
イ
ス
ロ
ー

ド
)
③
小
林
岩
夫
90

(本

店

・
ナ
イ

ス
ロ
ー
ド
)
④

白
鳥
稔
文
90

(辰
野
)
⑤

伊
藤
美
好
91

(東
)

遊

び

か

ら

学

ぶ

世

界

の

文

化

参
加
者
募
集

国
立
信
州
高
遠
少
年
自

然
の
家
は
、
十

一
月
六
日

か
ら
一
泊
二
日
の
予
定
で

開
く

「遊
び
か
ら
学
ぶ
世

界
の
文
化
ー
世
界
の
国
々

の
野
外
伝
承
遊
び
を
体
験

し
よ
う
ー
」
へ
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

世
界
の
遊
び
を
通
し
て

感
動
す
る
心
、
自
然
観
、

活
力
や
創
造
力
を
養
お
う

と
い
う
講
座
。
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
、
欧
州
な
ど
十

二
カ
国
の
出
身
者
が
講
師

を
務
め
る
。

対
象
は
、
学
校
教
育
者

や
社
会
教
育
関
係
者
、
本

企
画
に
関
心
の
あ
る
人
、

小
学
校
中
高
学
年
と
中
学

生
。
参
加
費
は
大
人
五
千

円

(
日
帰
り
の
場
合
は
二

千
円
)、
小
中
学
生
千
五

百
円

(日
帰
り
)。

希
望
者
は
、
十
月
末
日

ま
で
に
同
自
然
の
家
へ
郵

送
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど

で
申
し
込
む

(宕
96
・
2

5
2
5
、
F
A
X
96
・
2

1
5
1
)

伊 那 石 油 糞謹
伊 那 市 大 字 伊 那1995

■伊 那 給 油 所TEiL72-7123
■ナイスロー ド給油所TEL74-6770

雲霧高 遠 石 油
高 遠 町 常 磐 町195-4TEL94-2038

〃R∬レER智BE∫ τな21世 紀の新ガソリン

鑑騨欝離 携 擁麟 多識 縄妙 鍵盤躍
ENEOSハ イオクガソ リンは新添加剤の配合によ り、「省燃 費」と「加 速 」を実現 した、画期的なハイオクガソ リンです。

☆給油所スタッフ募集 中☆

浄水器 ・マッ ト・モ ップ・タオル ・清掃用具の レンタルは

選 ダスキン吉澤　
ご一鞭 ければ地区担当が 弘 ㍍ ≡ 回0120-450800
お伺い致します。 伊 那 市 大 字 伊 那 部 上 牧6476TEL.72-5700

ご き

口≡■(月

日(日

日(月

頭 の こ とは

11月 の 亨

お 休 み 二:

● 贈答用r南 水 』大 特 価

● ラ ・フ 『ラン ス

5kg27300円

● 二 十 世 紀

1コ ンテナ1.800円

● ジ ョナ ゴー ル ド
3kg500円

伊

い ま が 旬

「ゆ に

脳獺大

至
辰野53聞店立乙八

C相観

稠◎月27日 性)・28日(日)

☆場所/八 乙女店(大規模農道沿い)

翻 り ん ご ・な し、各 種 農 産 物 の 販 売

國 営 業 時 間/AM9:00～PM6=00

★当面売り切れの際、営業時借を繰り上げる場合があります。

信州伊那路共選
宕0265・79・2243
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0

駐車場
新 設

伊那市大萱

中
村
昭
吾
さ
ん

ず

、-
、,
。
㎡

柴
要
さ
ん

平
島
圭
吾
さ
ん

丸
山
泰
正
さ
ん

清
水
は
る
さ
ん

5
人
を
功
労
者
と
し
て
表
彰

箕
輪
町
は
、
町
に
貢
献

し
た
五
人
の
実
績
を
た
た

え
、
功
労
者
と
し
て
表
彰

す
る
。
十

一
月
三
日
に
開

く
町
表
彰
式
典
で
伝
達
す

る
。受

賞
者
は
、
中
村
昭
吾

さ
ん

(71
)
‖
自
治
功
労

‖
、
柴
要
さ
ん

(71
)
‖

自
治
功
労
11
、
平
島
圭
吾

さ
ん

(76
)
‖
産
業
功
労

11
、
丸
山
泰
正
さ
ん
(72
)

‖
産
業
功
労
11
、
清
水
は

る
さ
ん

(78
∵
‖
福
祉
功

労
B
。

功
労
の
内
容
は
次
の
と

お
り

(敬
称
略
)
。

◇
中
村
昭
吾

(福
与
)

ー
八
七

(昭
和
六
十
二
)

年
四
月
、
町
議
会
議
員
に

初
当
選
以
来
、
三
期
十
二

年
間
務
め
る
。
九

一
年
五

月
か
ら
六
年
間
議
長
。
町

水
道
課
長
、
農
林
課
長
、

住
民
課
長
な
ど
歴
任

◇
柴
要

(松
島
)
‖
五

六

(昭
和
三
十

一
)
年
四

月
、
町
職
員
に
任
用
以
来

三
十
三
年
の
間
、
企
画
財

政
、
施
設
計
画
課
な
ど
歴

任
。
退
職
後
、
町
商
工
会

事
務
局
長

一
年
六
カ
月
、

九
一
年

一
月
か
ら
町
収
入

役
一
年
、
九
二
年
二
月
か

ら
二
期
八
年
、
助
役
を
務

め
る◇

平
島
圭
吾

(辰
野

町
)11
六
五
(
昭
和
四
十
)

年
、
町
初
の
経
理
事
務
所

を
開
玩己
以
来
一二
十
]ハ
年

間
、
町
内
中
い
企
業
の
経

理
事
務
処
理
を
請
け
負

い
、
献
身
的
な
経
営
指
導

を
行
う
。
八
三

(昭
和
五

十
八
)
年
以
降
、
町
企
業

振
興
審
議
会
委
員
と
し
て

　鍵　鐡
お
　
が

…鑓

11
月
3
日

に

式

典

振
興
発
展
に
寄
与

◇
丸
山
泰
正

(大
出
)

R
七
三

(
昭
和
四
十
八
)

年
か
ら
県
西
部
箕
輪
土
地

改
良
区
総
代
四
期
十
六

年
、
同
監
事

一
期
、
同
理

事

一
期
、
県
伊
那
西
部
土

地
改
良
区
連
合
議
会

一
期

な
ど
連
続
二
十
四
年
間
、

西
部
地
域
の
基
盤
整
備
と

農
業
振
興
に
従
事
。
町
農

業
委
員
二
期
、
町
農
業
協

同
組
合
理
事
三
期

◇
清
水
は
る

(木
下
)

11
七
五

(
昭
和
五
十
)
年

五
月
か
ら
法
務
省
保
護
司

を
二
十
六
年
間
務
め
、
五

十
人
余
を
良
好
解
除
に
導

く
。
七

一
(昭
和
四
十
六
)

年
十

一
月
か
ら
三
期
、
町

民
生
児
童
委
員
と
し
て
尽

力
し
、
常
民
の
相
談
、
援

助
、
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
お

は

な

し

こ

ん

に

ち

は

11
月
10
日

箕
輪
町
図
書
館
の
幼
児

を
対
象
と
し
た

「お
は
な

し
こ
ん
に
ち
は
」
は
十

一

月
+
日
に
開
く
。

な ん で も や り ま す
修 繕 か ら ゴ ミ 処 理 ま で

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ

「虹
の
会
」
の
会
員
が

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
お
話
マ

ジ
ッ
ク
、
工
作
な
ど
が
あ

る
。
午
前
十
時
三
十
分
～

十

一
時
三
十
分
。

問
い
合
わ
せ
ば
町
図
書

館

(宕
79

・
6
9
5
0
)

ま
で
。

海

自

横

須

賀

音

楽

隊

演

奏
会

11
月
2

日

箕
輪
自
衛
隊
協
力
会

(市
川
治
実
会
長
)は
十
二

月
二
日
、
創
立
五
周
年
を

記
念
し
、
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
海
上
自
衛
隊
横
須

賀
音
楽
隊
の
演
奏
会
、
町

産
業
会
館
で
記
念
式
典
及

び
懇
親
会
を
開
く
。

演
奏
会
は
午
後

一
時
か

ら
、
記
念
式
典
は
午
後
四

時
か
ら
。

無

量

寺

の

重

要

文

化

財

「
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐

像
」

保
存
施
設
改
修
が
完
成

箕
輪
町
北
小
河
内
の
無

量
寺
に
あ
る
国
指
定
重
要

文
化
財

「、木
造
阿
弥
陀
如

来
坐
像
一
を
保
存
す
る
施

誌 長

設
の
改
修
が
、
こ
の
ほ
ど

終
了
し
た
、

こ
れ
ま
〆、、」
の
建
物
は

一

九
三
二

(昭
和
三
十
八
)

年
に
建
設
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
だ
っ
た
が
、
雨

漏
り
が
す
る
な
ど
老
朽
化

が
進
ん
で
い
た
。

改
修
工
事
は
国
、
県
、

町
な
ど
の
補
助
を
受
け
、

二
〇
〇
〇

(平
成
十
二
)

年
度
に
着
手
。
屋
根
を
銅

版
に
か
え
、
入
口
の
扉
を

三
重
に
取
り
換
え
た
。
ま

た
、
換
気
の
出
来
る
設
備

を
備
え
、
火
災
報
知
機
も

取
り
つ
け
た
。

室
内
の
広
さ
は
約
十
六

平
方
層
。
建
物
の
高
さ
は

約
五
層
。
改
修
費
は
、
お

よ
そ
六
百
万
円

(う
ち
国

庫
補
助
七
割
)。

高
遠
町
は
、
旧
高
遠
藩

で
、
享
保
十
二

(
一
七
二

七
)
年
か
ろ
明
治
四

二

八
七

、
)
三
の
廃
藩

ま

で
、
三
代
に
わ
た
っ
て
眼

高

遠

町

科
医
を
務
め
た
東
高
遠
の

馬
島
家
憲
敷
の
購
入
を
計

画
し
て
'、∀る
、
二
寸
九
日

に
開
く
町
議
会
臨
時
会
に

合
わ
せ
た
全
員
協
議
会
に

報
告
す
る
。

馬
島
家
屋
敷
は
約
百
七

十
年
前
の
建
築
と
伝
え
ら

れ
、
木
造
平
屋
建
て
、
床

面
積
は
約
二
百
二
±
平
方

括
..
藩
医
の
住
宅
が
残
っ

意
し
て
い
る
。

屋
敷
を
調
べ
た
信
濃
建

築
史
研
究
室
に
よ
る
と
、

高
遠
藩
の
規
模
の
大
き
な

住
宅
の
間
取
り
を
よ
く
示

旧
藩
医
遠
島
家
の
巌

巌
訟

・

貴
重
な
文
化
財

・有
効
活
用
も

て
'、、る
事
例
は
県
内
で
は

例
か
無
く
、
全
国
的
に
も

珍
し
,、∀..
所
有
者
の
馬
島

昭
子
さ
ん

(
70
)
目
駒
ケ

根
市

㍉̀
は
す
で
に
十
月
上

旬
に
、
町
へ
の
譲
渡
に
同

し
、
玄
関
の
間
を
診
察
室

に
使
い
、
玄
関
の
上
が
り

口
の
脇
に
小
部
屋
を
配
置

し
て
い
る
点
が
、

一
般
の

武
士
住
宅
と
異
な
る
。
ま

た
、
改
造
は
少
な
く
、
家

に
入

っ
て
す
ぐ
の
ヨ
リ
ツ

キ
の
間
ま
わ
り
に
、
当
初

の
建
具
が
残

っ
て
,、㌔る
点

も
重
要
と
し
て
い
る
.、

町
で
は
昨
年
十

一
月
に

屋
敷
を
町
宝
に
指
定
し
、

現
在
は
県
宝
指
定
へ
向
け

て
手
続
き
中
。
購
入
後
は

貴
重
な
文
化
財
と
し
て
保

全
に
努
め
、
高
遠
城
地
公

園
周
辺
の
観
光
ス
ポ
,、、、

の

一
部
と
し
て
、

一
般
公

開
を
含
め
た
有
効
活
用
を

図
り
た
い
と
し
て
p、∀る

.

町
が
購
入
を
計
画
す
る
旧

藩
御
殿
医

・
馬
島
家
屋
敷

高
遠
町
長
藤
区
民

文
化
祭
11
月
4
日

高
遠
町
公
民
館
長
藤
分

館

(赤
羽
忠
二
分
館
長
)

は
十

一
月
四
日
午
後

一
時

か
ら
四
時
ま
で
、
第
二
十

一
回
長
藤
区
民
文
化
祭
を

町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
く
。

区
民
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス

や
舞
踊
発
表
克
ほ
じ
め
、

陶
芸
や
盆
栽
、
写
真
、
てジ

芸
な
ど
の
作
品
や
、
高
遠

北
小
学
校
児
童
の
習
字
や

絵
を
展
示
す
る
。

日 時/平 成13年12月1日(土 曜 日)午 後

場 所/南 箕 輪 村 村 民 セ ン タ ー
出場資格 上伊那地区在住者または在勤者・高校生以上

(応募者多数の場合は抽選 とさせて頂きます)

主 催 上伊那ケーブルテ レビ協議会
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高
遠
町
は
二
十
八
日
午

前
十
時
四
十
五
分
か
ら
、

「伊
沢
修
二
先
生
記
念
音

楽
祭
」
を
町
文
化
体
育
館

で
開
く
。
実
行
委
員
会
主

催
。
入
場
無
料
。

音
楽
祭
は
、
高
遠
出
身

で
、
明
治
か
ら
大
正
に
か

け
て
活
躍
し
た
教
育
家
、

伊
沢
修
二
の
功
績
を
顕
彰

す
る
目
的
で

一
九
八
七
年

に
始
ま
り
、
今
年
で
十
五

回
目
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通

り
。

◇
第

一
部

(十

一
時
開

演
)

▽
高
遠
北
小
学
校

五
年
生
者
楽
劇

「千
年

桜
」
▽
高
遠
小
学
校
五
年

生
モ
ノ
ド
ラ
マ
合
唱

「ぶ

な
森
の
な
か
ま
た
ち
」

◇
第
二
部

(午
後

一
時
開

㍊勇沢修i三先生記:念i音楽祭慾
ノ

ノト ム ム ノシ ム ム ム ノト ノヘ ノヘ ム ノヘ ム ノヘ ム ム ム ノヘ ム パ パ ん フさ 　 こ

15回目・高遠町でぎょう

 

演
)

▽
東
京
芸
術
大
学

音
楽
学
部
四
年
生
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
指
揮

・
田
中
良

和
氏
目
高
遠
町
民
憲
章
、

ブ
ラ
ー
ム
ス

「
ハ
ン
ガ
リ

ア
ン

・
ダ

ン
ス
」、
ガ
ー

シ

ュ
イ
ン

「ラ
プ
ソ

デ

ィ

ー

・
イ

ン

・
ブ

ル
ー
」、
コ
ン
サ
コ
フ
「ス

ペ
イ
ン
奇
想
曲
」
、
シ
ベ

リ
ウ
ス

「フ
ィ
ン
ラ
ン
デ

ィ
ア
」、
高
遠
町
歌

(高

遠
中
学
校
生
徒
、
高
遠
高

校
音
楽
科
生
徒
、
高
遠
や

ま
す
そ
コ
⊥
フ
ス
の
△
[唱

会
場
内
で
昼
食
の
販
売

あ
り
。
藤
沢
、
長
藤
、
三

義
、
河
南
の
各
地
区
に
は

送
迎
バ
ス
も
出
る
。
問
い

合
わ
せ
ば
、
町
教
育
委
員

会

(宕
94

・
2
5
5
7
)

ま
で
。

書
家

と
し

て
五
指

に

「
現
代

に
再
評
価

を
」

中
村
不
折
顕
彰
記
念
講
演
会

高
遠
町
教
育
委
員
会
と

中
村
不
折
顕
彰
会
は
二
十

六
日
、
記
念
講
演
会
と
し

て
、
書
家
で
京
都
精
華
大

学
の
石
川
九
揚

(き
ゅ
う

よ
う
)
教
授
の

「折
れ
ず

…
中
村
不
折
が
い
ま
評
価

さ
れ
る
べ
き
意
味
に
つ
い

て
ー
」
を
高
遠
さ
く
ら
ホ

テ
ル
で
開
い
た
。

石
川
さ
ん
は
中
村
不
折

を

「明
治
以
降
、
五
本
の

指
に
入
る
書
家
」
と
位
置

付
け
、
書
の
世
界
の
新
境

地
を
開
い
た
と
さ
れ
る
作

品

「龍
眼
帖
」
が
明
治
四

十

一
(
一
九
〇
八
)
年
に

書
か
れ
た
こ
と
を
高
く
評

価
し
た
。

ま
た
当
時
、
不
折
の
書

が
多
く
の
書
家
や
文
学
者

か
ら

「得
体
の
知
れ
な
い

字
を
書
く
」
と
批
判
を
受

け
た
こ
と
に
つ
い
て

「新

し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
と

講
演
す
る
石
川
九
楊
教
授

き
は
、
知
識
人
は
批
判
を

し
、
大
衆
は
支
持
す
る
も

の
」
と
説
き
、
「
不
折
の

作
品
は
、
現
代
に
つ
な
が

る
大
き
な
意
味
合
い
を
持

つ
。
現
代
に
お
い
て
こ
そ

不
折
の
人
と
仕
事
が
再
評

価
さ
れ
る
べ
き
と
思
う
」

と
熱
弁
を
ふ
る
っ
た
。

会
場
に
は
約
百
五
十
人

が
集
ま
り
、
郷
土
が
生
ん

だ
偉
人
の
功
績
を
再
確
認

し
た
。
講
演
は
町
村
合
併

四
十
五
周
年
記
念
事
業
の

一
つ
で
、
同
顕
彰
会
で
は

記
念
講
演
の
延
長
と
し
て

来
年
、
「中
村
不
折
秀
作

集
」
の
刊
行
を
計
画
し
て

い
る
。

南箕輪

落
ち
穂
を
拾
い
集
め
る
生
徒

南
中
全
校
生
徒
が
恒
例
の

「落
穂
拾
い
」

南
箕
輪
中
学
校

(小
平

、
瑞
穂
校
長
)
は
二
十
六

日
、
恒
例
の
落
ち
穂
拾
い

を
し
た
。
全
校
生
徒
が
各

地
区
ご
と
、
飢
餓
に
苦
し

む
人
々
に
米
を
送
ろ
う
と

斑
熱
心
に
拾
い
集
め
た
。

同
校
は
、
食
料
の
大
切

さ
を
理
解
し
、
意
識
高
揚

・
に
つ
な
げ
よ
う
と
一
九
五

八
年

(
昭
和
三
十
三
)
か

ら
落
ち
穂
拾
い
を
続
け
て

い
る
。九
四
年
(平
成
六
)

か
ら
は
、
集
め
た
稲
穂
を

難
民
救
済
支
援
に
あ
て
よ

う
と
、
N
G
O
団
体
を
通

じ
て
粉
末
加
工
し
、
食
糧

危
機
に
陥
っ
て
い
る
国
へ

送
っ
て
い
る
。

生
徒
は
買
い
物
袋
を
手

に
刈
り
取
り
の
終
わ
っ
た

田
で
収
集
に
取
り
か
か
っ

た
も
の
の
、
稲
穂
が
少
な

く
悪
戦
苦
闘
。
目
を
凝
ら

し
な
が
ら
探
し
歩
い
た
。

集
め
た
稲
穂
は

一
度
各

自
で
持
ち
帰
り
、
乾
燥
さ

せ
た
後
、
再
回
収
。
業
者

委
託
で
脱
穀
、
加
工
し
、

N
G
O
団
体
を
通
じ
て
該

当
国
へ
送
付
す
る
予
定
。

◆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
親
交

会
定
例
会
26
日
結
果

▽
男
性

①
伊
東
幸
人
、

大
野
田
吉
治
82
②
北
条
明

84
③
伯
書
原
恒
夫
85
④
荻

原
文
博
87
⑤
松
崎
幸
市
、

北
原
栄
則
88
⑥
沖
村
秋

次
、
中
条
清
89

▽
女
性

①
有
賀
智
世
子

87
②
福
沢
道
子
、
小
沢
か

ほ
る
88
③
原
幹
子
90
④
林

キ
ヨ
エ
、
池
田
紀
子
91
⑤

太
田
や
え
子
、
山
崎
和
子

92
⑥
酒
井
範
子
93

▽
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

宮

下
嘉
徳
、
大
野
田
吉
治
、

片
倉
豊
男
、
藤
森
哲
彦
、

松
崎
幸
市
、
伊
東
幸
人
、

下
平
輝
佐
子
、
小
沢
か
ほ

る
、
高
木
敏
子

上
伊
那
農
業
高

公
開
講
座

12
月
開
講

受
講
者
募
集

上
伊
那
農
業
高
校
(宮

原
達
明
校
長
)は
、十
二
月

か
ら
来
年
四
月
ま
で
計
五

ご
み
処
理
有
料
化
説
明
会
30
日
か
ら

南
箕
輪
村
は
、
二
〇
〇

三
年
度
か
ら
始
ま
る
こ
み

処
理
有
料
化
に
関
す
る
地

区
説
明
会
を
、
三
十
日
か

ら
各
区
で
開
く
。

処
理
有
料
化
は
、

一
般

家
庭
ご
み
を
処
理
施
設
に

直
接
搬
入
す
る
場
合
に
は

一
己
あ
た
り
十
円
、
事
業

系

一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て

は

一
己
あ
た
り
四
十
三
円

を
徴
収
す
る
。

説
明
会
は
そ
れ
ぞ
れ
午

後
七
時
三
十
分
か
ら
。
村

住
民
環
境
課
職
員
が
出
向

く
。日

程
は
次
の
通
り
。

▽
三
十
日
(火
)11
塩
ノ
井

公
民
館
▽
三
十

一
日
(水
)

‖
中
込
公
民
館
▽
十
一
月

七
日
(水
)‖
久
保
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽
八
日

(木
)‖
北
殿
公
民
館
▽
十

三
日
(火
)11
南
殿
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
▽
十
四

日
(水
)‖
田
畑
公
民
館
▽

十
五
日
(木
)11
神
子
柴
公

民
館
▽
二
十
[口
(火
)‖
沢

尻
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
セ

ン

タ
ー
▽
二
十

一
日
(水
)11

南
原
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
▽
二
十
七
日
(火
)11

大
芝
公
民
館
▽
二
十
八
日

(水
)‖
西
部
地
区
館
▽
二

十
九
日
(木
)
11
北
原
公
民

館

回
開
く
公
開
講
座
の
受
講

者
を
募
集
し
て
い
る
。

受
講
者
の
と
り
ま
と
め

は
各
回
ご
と
で
、
第

一
回

(十
二
月

一
日
)
の
受
講
者

募
集
は
十

一
月
十
五
日
に

締
め
切
る
。定
員
は
各
講

座
十
人
。希
望
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
し
、受
講

決
定
者
に
は
十

一
月
二
十

日
ま
で
に
郵
送
で
知
ら
せ

る
。
問
い
合
わ
せ
ば
同
校

(宕
72
・5
2
8
1
)ま
で
。

講
座
日
程
は
次
の
と
お

り
。▽

第
一
回
11
十
二
月

一

日
(土
)
午
後

一
時
～
わ
ら

細
工
・費
用
三
百
円
▽
第

二
回
11
十
二
月
二
十
二
日

(土
)
午
前
九
時
～
ソ
ー

セ
ー
ジ
作
り
・費
用
二
千

円
▽
第
三
回
目

一
月
十
九

日
(土
)
午
後

一
時
～
金
属

加
工
・費
用
千
円
▽
第
四

回
11
三
月
二
日
(土
)午
後

一
時
～
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
・費
用
三
千
円

▽
第
五
回
目
午
後

一
時
～

野
菜
苗
の
接
木
・費
用
五

百
円

〆zぷ 一へ ＼〆'一 、 、

藩 癖 ㎡

ゆ充か な 暮 畜乙をク証工イ
ゾ 　　ヘ ゾ ぞ へ　

嶽 灘 竃魯鎖驚
水洗トイレ・キッチン・バスルーム

見て、ふれて、おたしかめ下さい。

水まわりショールームrリ モ デ ル 館 」オ ープ ン

加賀屋建材{株〕
伊 那市西 春近(サ ンライフ伊 那100m北)TEL76・ ・1010水まわりから住みやすく
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聞新田亭那伊(第三種郵便物認可)

伊
那

壁
鳶

オ
シ
ド
リ
夫
婦
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
、
昔
か
ら

一

度
夫
婦
の
契
り
を
交
わ
し

た
オ
シ
ド
リ
の
つ
が
い

は
、
連
れ
合
い
が
死
な
な

い
限
り
夫
婦
関
係
を
保
つ

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
鴛
鴛

(お
し
ど
り
)

と
い
う
字
も
、
「鴛
」
が

雄
を
、
「鳶
」
が
雌
を
表

し
て
い
ま
す
。

伊
那
市
富
県
の
貝
沼
に

あ
る
鴛
鳶
山
東
光
寺

(え

ん
お
う
ざ
ん
と
う
こ
う

じ
)
の
真
菰
ヶ
池

(ま
こ

も
が
い
け
)
に
、
次
の
よ

う
な
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま

閨よ

す
。昔

、
武

田
の
家

来
で

真
菰
ヶ
池
の

オ

シ

ド

リ

持
っ
て
い
た
弓
を
グ
ッ
ト

引
き
、
美
し
い
方
の
雄
に

ね
ら
い
を
定
め
ま
し
た
。

放
た
れ
た
矢
は
、
見
事
に

そ
の
首
を
射
止
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
時
に

仕
留
め
た
は
ず
の
首
は
ど

こ
を
探
し
て
も
見
あ
た
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
重
久
は

不
吉
な
も
の
を
感
じ
な
が

ら
も
、
そ
の
日
の
獲
物
を

家
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
日
し
た
あ

る
日
、
重
久
の
家
の
前
で

「桜
井
と
い
う
名
前
を
聞

い
た
だ
け
で
う
ら
め
し

「夫
婦
」
物
語

る
話
伝
わ

る

あ
っ
た
桜
井
重
久
と
い
う

武
士
が
貝
沼
に
い
ま
し

た
。
あ
る
日
、
重
久
は
狩

り
に
出
か
け
、
真
菰
ヶ
池

で
二
羽
の
オ
シ
ド
リ
を
見

つ
け
ま
し
た
。
重
久
は

い
。
貝
沼
の
真
菰
ヶ
池
に

残
る
あ
な
た
の
面
影
が
忍

ば
れ
る
こ
と
よ
」
と
い
う

美
し
い
女
の
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
重
久
は
す

ぐ
に
家
の
外
に
飛
び
出
し

い
な
ま

い

て
み
ま
し
た
が
、
そ
の
女

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
が
何
度

も
あ
り
ま
し
た
が
、
つ
い

に
、
そ
の
声
の
主
を
見
つ

け
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

〔ワ
イ
障

ん
で
し
た
。

あ
れ
か
ら

一
年
過
ぎ
、

重
久
は
再
び
真
菰
ヶ
池
に

い
き
ま
し
た
。
す
る
と
そ

こ
に
は
、
昨
年
見
た
雌
の

オ
シ
ド
リ
が
一
羽
い
ま
し

た
。
重
久
は
、
す
か
ざ
ず

弓
矢
で
そ
の
雌
を
殺
し
ま

し
た
。
そ
し
て
池
か
ら
拾

生
誕
百
年

亀
割
隆

と
そ
の
仲
間
た
ち
展

⑳

1
昭

和

の

雅

び

・
華

麗

な

る

花

鳥

風

景

画

の

世

界

一

そ

県

伊

那
文

化
会

館

に

て
開
催

(
10

/

13
～

11

/

17
)

亀 割 隆 《皇 道 》

昭 和22(1947)年

73.8>く60.5享 ン

情
断

W
ご

謙
二

-

 嬢
違

い
上
げ
て
み
る
と
、
雌
の

翼
の
間
に
は
な
ん
と
、
昨

年
射
止
め
た
雄
の
オ
シ
ド

リ
の
首
が
抱
き
か
か
え
ら

れ
て
い
た
の
で
す
。
重
久

は
、
自
分
の
家
に
訪
れ
て

い
た
女
の
言
葉
が
あ
ら
た

め
て
思
い
出
さ
れ
、
涙
が

と
め
ど
な
く
流
れ
落
ち
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分

の
罪
深
さ
を
さ
と
り
、
髪

を
お
ろ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
重
久
は
そ
れ

ま
で
荒
れ
果
て
て
い
た
東

光
寺
を
再
建
し
、
鴛
鴛
山

と
改
め
ま
し
た
。

貝
沼
に
残
る
こ
う
し
た

言
い
伝
え
ば
、
東
北
地
方

か
ら
九
州
地
方
ま
で
認
め

ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
話
が
伝

わ
る
オ
シ
ド
リ
は
、
北
安

曇
郡
で

「夫
婦
ガ
モ
」
と

も
呼
ん
で
い
ま
す
。

(宮
田
小
学
校
教
諭
)

県伊 那 文 化会 館
麿0265・73・8822

毎週 月曜 日休 館

開館時間10:00～17:30

入場料 ・一般800円

高大生500円
小中生200円

/
)戸

使鳶か な亭5'を ク撰躍イ薮

嶽 灘 醒遍濃墨劇 優

 

轟
塗
接
塗
工
試

◇
◇
◇
◇
◇

関西ペイ ン ト特 約店

リや塗

腐ったりせず、病害虫のな

ト 鋼管"猷 支柱

n
岱

備

適
適

場

晶

騨

厭
麗

議

《

伊
伊

伊那北駅 前店

事・各種ご宴会・大衆
理80種 類 ・席 料 ・サ ー ビス料無

1・2階 お 申 し込 み は お電 話 で

お気 軽 に ご予 算 、ご希 望 を

お 申 し付 け くだ さ い。

2・2610㈹ 多才ヤ㌃0120・4601

ト・アルバイ
宕72-017

もト リ

〆巾

助
訥 ニシプワ)

店太醐
1告78」

咀
噛

痛

し

溺
寺

領

お

　

こ

寿

諭

m

安

い

ガス漏れ事故を

完全に防ぐ

たいせつな、ご家庭を24時間お守りします。
rτ 一㌻・二一=エ ユリティシステム ■■■■■■■■■■■■■■■■■7

コル ロi仏ii三國
;惹、]昊6〈寅甚晶|塞`㈱jll岸 商 会1響Eiこ滉『呈ξ路iぎ12

古くなった建具を造り替えて、汚れた襖

障rを 張り替えて

三∵二こ ・鍋 ξ潟(蝿
;一;新 築みたいに

i岨し酬

幽 li家具ち替えて貴方のお城を

おしゃれしまぜんか。

住居のセンター

平沢家具建具店ショールーム

伊那市西町(旧道)小黒橋北672・4513

 

ζ

ピ
コ
島

載

り

参

男

、

合

ナ
ご
伸

ノ
ム

撃

ま

聖

2

1
響

調

,

塗

＼
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亀 割 隆 《井 荻 晩 春 》

昭 和23(1948)年

50.6>く57,5孕 ン

亀
割
隆
は
、
華
麗
な
花

鳥
画
を
描
く
こ
と
か
ら
始

め
、
動
物
を
加
え
て
画
面

の
情
趣
を
変
化
さ
せ
ま
し

た
が
、
昭
和
20
年
代
に
な

る
と
、
何
で
も
な
い
郊
外

の
風
景
を
特
別
な
道
具
立

て
を
す
る
こ
と
な
く
、
素

直
に
描
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

昭
和
22

(1
9
4
7
)

年
に
描
か
れ
た

《
皇
道
》

は
、
夕
暮
れ
時
の
農
家
の

様
子
を
穏
や
か
な
視
線
で

表
現
し
て
い
ま
す
。
整
然

と
並
べ
ら
れ
た
野
菜
の
あ

り
さ
ま
は
、
こ
の
農
家
の

主
の
作
物
に
対
す
る
暖
か

子

供

の

情

景

お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
、
キ
ッ
ド
ビ
ク
ス
。

あ
た
し
だ

っ
て
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
が
で
き
ち
ゃ
う

ん
だ
も

ん
。
す

こ
い
で

し
ょ
。

楽
し
い
、
楽
し
い
音
楽

が
聞
こ
え
る
の
。
足
で
ト

ン
ト

ン
し
た
り
、
手
を

ふ

っ
た
り
。

音
楽
と
い
っ
し
ょ
に
お

ど
る
の
だ
ー
い
す
き
!

お
母
さ
ん
の
お
ひ
ざ
の

風
船
と
ダ

ン
ス

い
温
情
を
伝
え
ま
す
。
何

げ
な
い
情
景
で
す
が
、
心

に
し
み
る
風
景
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。

翌
年
描
か
れ
た

《
井
荻

晩
春
》
も
、
東
京
の
郊
外

の
風
景
で
あ
り
、
の
び
や

か
に
林
立
す
る
木
々
や
植

物
と
、
わ
ら
ぶ
き
屋
根
の

か
も
し
出
す
リ
ズ
ム
が
目

に
楽
し
い
秀
作
と
言
え
ま

し
ょ
う
。

(県
伊
那
文
化
会
館

学

芸
員
・
岸
田
恵
理
)

亀割隆 《武 蔵 野 の 春 》

49.0×56.3芋 ン

亀 割 隆 《井 荻 風 景 》

昭 和24(1949)年

73.0×59.4芋 ン

 

上
に
の
っ
て
、
い

っ
し
ょ

に
お
ど

っ
た
り
も
す
る
ん

だ
よ
。

え
っ
、
こ
れ
?

大
き
な
風
船
で
し
ょ
。

も
ら
っ
た
ん
だ
。
あ
た
し

の
風
船
は
ね
、
黄
色
い
の

11
写
真
。

み
ん
な
で
大
き
な
輪
に

な

っ
て
、
風
船
を
も

っ
て

ク
ル
ク
ル
回
っ
た
ん
だ
。

あ
と
ね
、
お
母
さ
ん
と

風
船
の
投
げ
っ
こ
も
し
た

ん
だ
よ
。

『
〃
盈
F

干

姜

『
(

⊇d

薩

i

v
'
群
、1

E

ー
こ

ユ

δ

配

管

7

纏

.

磁
;

、璽

ノ

(句

運

 

ひ

艮
㌦

卍

つ
へ嫁

、
、

巧

.年会 倍乙の店 乙
幹事さん!ご 予約はお早目にどうぞ。

忘年会 ・新笥i会は 一

御寿司⑨鍋胴理各種 活のよ0生 魚

㌶鷲 難 ㌘1鍛@

江戸前 毒 司 政
伊那市元町 正L(0265)72・2480㈹

 

㊥

のビス、大

省

ル タ場、ケご嵩

上大お料理

㈹

㈲ 大 上 仕 出 店

市元町3628正 【(0265)72・721

FM(0265)76・51

たお料理 をお届 けいた します◇人の作

 

◇

は 高 遠 温 泉 の ホテル仁 科 へ 。
4名 儀 以 上 で ご 予約 ドさ い 。

Aコ ー ス(1泊2食 付8.OO◎ 円～ 哨O.000円)

Bコ ー ス(1泊2食 付7,000円 ～9,0◎ ◎ 円)

日 帰 り4,{000円 ～(入 浴 可)
※すべて酒又は ジュース]本 村

新 年 会 彰
巨処n－ 泊 り が け で ど う ぞ 。
グ ル ー プ の お 泊 り歓 迎(定 員90名 様 迄)

寄せ鍋㌔すき焼 き鍋+1品 料理数品
(プ ラス酒又 は ジュース1本 付)

置A御 予鐡 ます極

 

●

味

会

鋤
れ

慧
日観連会員・長野県温泉協会員

亮議汕侶莱亭㌘ 遷
高遠 町西高遠 千年 町 正L(0265)94・310◎

温泉効能,

アルカリ性単純温泉

美容、健康に効能あり。

 

袖

コ

W

"

,皆 乍1コ

－
r－

一ご

`

い

 

◆

◆

÷
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『
5.00個 日◇ 話 芸◇ 温 泉 ◇ 目

6.00回 目◇15た べ もの◇ 因

00お は よ う日本 団 目▽

広 が る炭 そ 菌 の不 安 ▽

自治体 の報 償 費◇ 自然

00国 小 さな旅 「山 の子 の詩

山 形西 川 町 」

25闇 圏 中学 生 日記◇57因

00日 曜討 論 「当 面 す る緊

急 課題 につ い て 問題 の

所 在争 点 を問 う」

00個 日◇05国 あ なた の ア

ン コー ル 「NHKス ペ

シ ャル ・イス ラム潮 流

① メ ッ カに始 まる」

7L30国 ア ジア 人 間街 道

▽ 夢 金魚 ・中国◇54因

州Hκ 一7… 三

5.00〔団こ こ ろの時 代

6.00化 学 ◇ 体操 ◇ ロ シ ア語

7.ア0闇聴 覚 障 害者 のみ な さ

んへ 圃 「ラ イ ター」

30歌 壇 伊 藤一 彦 ほか

00俳 壇 斎 藤夏 風 ほか

30囹 趣 味 の 園芸 「秋 に花 咲

くナ デ シ コの仲 間」 ほか

00国 新 日曜 美 術館 夢 の か

た ち ・デザ イナ ー倉 俣

史朗 の世 界▽45ア ー ト

00

20

将 棋講i座 「内 藤 国雄 の

終 盤戦 ・玉 の終 着 駅 」

NHK杯 将棋 トー ナ メ

ン ト ・2回 戦 ・第12局

「加 藤一 二 三 ×塚 田泰

明 」 解説 ・丸 山忠 久

囲 碁 講 座 「片 岡聡 の基

本 テ クニ ノク」 ①

NHK杯 囲碁 トー ナ メ

ン ト ・2回 戦 ・第12局

「趙 治勲 ×武 宮正 樹 」

正 銘 碗 司 会 稲葉 禄 子

SBC 兄、響 順S識 胴 ㊨
5.15楽 園◇30買 物 ◇ 国 比叡

6,15国 皇 室◇30N◇ ワー ク

00国 笑 顔 み ち の く水 紀行

30国 道 浪 漫 息子 の 案 内 で

見 る母 の スペ イ ン旅情

00サ ンデ ー モ ー ニ ン グ

同時 テ ロ と過 去 結 ぶ あ

る事 件 ▽ 洞 くつ 生 活 ビ

ンラデ ィ ン氏 の映 像 ▽

狂 牛 病 そ の後 ▽ 未 来 車

9.54〔固ニ ュー ス ウ ィー ク リ
ー は と変死 の ナ ゾ▽

イス ラ ム教徒 は… ㌦

7α50大 学 ガ イ ド

00団 ◇75国 の ど自慢

山本 譲 二 金 田た っ え
～宮 崎 県高 鍋 町

00国 どん と こい民 謡 「佐 賀

県 武 雄 市」 峰 竜 太 ㌦

50国 国笑 い が い ち ばん

爆 笑 問 題 ・順 子 ひろ し

2.20豊 か な海づ く り大 会

55国 競 馬 中継 ～東 京

「天 皇 賞」 柴 田政 人

岩 田久 美 ほか(延 長 の場

合 あ り)◇3.55団

00第11回 日本 シニ ア オ ー

プ ンゴル フ選 手 権競 技

「最 終 日」 解 説 ・金 井

清 一 実 況 ・野 瀬 正 夫

【中止 】 名探 偵 ポ ワロ

5.45国 遺 跡 は語 る

00

20

00国東京6大 学野球

00圏テレビ県民室 「知事が
語る」◇30個◇旬の味

45ア ッコにおまかせ!
なんでも子供相談室▽
今週の気になる値段▽
芸能ニュース裏情報勝

00噂 の!東 京 マ ガ ジ ン

ド ドー ン陥 没 が続 く大

谷採 石 跡 の 恐怖 ◇ エ ス

00

早 大 ×慶 大

解 説 ・坂 口裕 之

(延長 の場 合 あ り)Oo

【中 止 】2.00野 性 発 見

3.30国 なぜ なぜ ◇45国 名画

00国 こ ころ の 時代 圃

「心 の 秘密 を解 く」 ⑦

横 山紘 一

〇〇團 わ んパ ー ク あ の歌 を

もう1度 ▽ あ き ひろ ・

り ょう こ ・け んた ろ う

ワ イ ンに乾杯!信 州 の

ワ イ ン&グ ル メ 地 元

旬 の素 材 で ざん新 料 理

カ メラ は見 た ・5歳 か

ら12歳 涙 の 大試 練 … わ

が子 ミ初 め て の旅&初

め て の おつ か い ミ

4.24エ ス の じか ん◇30秋 空

0

0

(
)

う
」

00園 ◇10匿 ヨ[団言果タト‡受業

家 は 自分 で建 て よ う ・

藤 森 照 信

45個 日

00園[⊃NHKニ ュ ース7

20園 圃 ク イズ 日本 人の 質 問

▽ 米 袋 の小 さな穴 は 何

の ため ▽ お米 を炊 く時

一 や っ て はい け ない 事 ▽

白 ぬ か とは 高 橋 英樹

00国 国北 条 時 宗

「幕 府 分 裂」

和 泉 元 彌 渡 部篤 郎

西 田 ひか る 柳 葉 敏 郎

北 村 一 輝 北 大 路 欣 也

45団 因

00闇 闇NHKス ペ シ ャル

「宇 宙 未 知へ の大 紀 行

⑦ ブ ラ ックホ ー ル」

▽ 星 を丸 飲 み 巨大 化

50長 野 市 長 選挙 開票 速 報

53サ ンデ ース ポ ー ツ

▽ 祝 日本 一 ・若 松 監 督

&ヒ ー ロー生 出演 ▽ 今

週 もゲス トは長 嶋 茂 雄

▽Wシ リー ズ 開幕 ▽ 川

口英 デ ビ ュー ㌦

7050ニ ュ ース 「衆 院 宮 城

4区 ・滋 賀2区 補 選 」

1LO7長 野市 長 選挙 開票 速 報

10園 圃青 春 の ポ ップス

50国 国 ア ー カ イブ ス◇ 団目

7.40街 角◇ 音 楽(整 備 の 為

3.00～4.00ま で休 止)

4.00映 像 散 歩 四 国の 自然

00〔固だ あ!だ あ!だ あ!

「停 電 ハ ロ ウ ィー ン」

25園 囲 中学 生 日記 圃 「私 の

理 由」 國◇55国 童謡

00す くす くネ ソ ト 「子 宮

の病 気 と妊 娠 管 理」

子 宮 筋 し ゅ ・内膜 症 ほか

30ワ ンポ イ ン ト手 話

40聴 障 者 の み な さんへ

55国NHK手 話 ニ ュー ス

00国 新 日曜 美術 館 圃

▽ 夢 の か た ち ・デ ザ イ

ナ ー倉俣 史朗 の 世界

磯 崎 新 ▽45ア ー トシー

ン ・カ ラバ ソジ ョ展 ほか

中村 幸 代 石 沢 典 夫

00[固N響 ア ワー 「2つ の伝

説 ミ火 の 鳥 ミ」 作 曲者

ス トラ ビ ンス キー と巨

匠 ア ンセ ル メ の ミ火 の

鳥 ミ聴 き比 べ ▽ 来 日公

演 全 曲 司会 ・檀 ふ み

00国 映 画 「プ リテ ィ ・リー

グ」(1992年 ア メ リ

カ)ペ ニ ー ・マー シ ャ

ル監 督 トム ・ハ ン ク

ス ジー ナ ・デー ビス

マ ドンナ ロ リー ・ペ

テ イ ロー ジ ー ・オ ド

ネ ル ミー ガ ン ・カバ

ナ ー トレー シ ー ・ラ

イ ナー ㌦(字 幕)

0.75国 芸 能 花 舞台 ・名古 屋

を ど り圃 「花 競 江 戸賑

お祭 り」 ㌦(1.θ2)

に!レ ディーステニス
団の森 吉川美代子㌦
報道特集 敵地に突入
特殊部隊の作戦を検証
▽火山ガス噴出の猛威

6

7

8

9

01

11

◎

f

2

3

4

5

5.45国おはよう◇暮らす街
6.75個 品◇30テ レビ寺子屋

00雇 用の安定◇古里紀行
30報 道2001ど ん底

景気…塩川大臣の特効30
薬は▽小泉行革サンド00
バ ッグ石原大臣が起死

回生の秘策◇8.55番 組

00国やまびこ広場
30国デジモンテイマーズ

「クルモン大脱出」
00て れび博物館
30国策24回知事杯争奪オー

ル信州アマチュアゴル
フ選手権大会

f125志賀高原峠の三十三観
音歴史をたどる◇50N

00年 の差 バ トル 嫁 姑 戦

争 い じめ で 離婚 を決 意

30笑 っ てい い と も増 刊 号

好評 の放 送 後 トー ク を

ご要 望 に こた え大 放 出

▽ お な じみ フ ァ ンク ラ

ブ 通信 他 盛 りだ くさん

2.15国 チ ョナ ン ・カ ン

30国 ス ーパ ー競 馬

「天皇 賞 」

下 克上 狙 う伏兵 多 彩 の

戦 国絵 巻 ▽ 鈴 木淑 子

00国SPEED夢 の復 活!
一夜 限 りの コ ンサ ー ト

独 占 ・舞 台 裏 まで密 着

解散 の真 実◇5.25番 組

5.30ス ー パ ー 団 ア フガ ン

北 部 同盟 が 首都 奪 還 か

邊βN ..「=:=

5.40因 ◇ ふ れあ い◇ ア ニ メ

6.30ニ ソポ ン◇45団 団

00所 さん の 目が テ ン!

5,15国 国◇20大 バ ー ゲ ン!

6.15団 ◇30〔国 ドン ・キ

00[副激 闘 ク ラ ッシュ ギ ァT

大 阪 う どん うす 味 の謎,30国 ガオ レ ンジ ャー

9.55波 瀾 万 丈

1α55電波 少 年

トム ・ソーヤーの冒険
ザ ・サンデー 最強 ・

米軍ハイテク特殊部隊
の実力▽ 日本人拘束▽

大混乱 ・徳之島選挙▽
サ ッチー肉声▽G激 論

陣内貴美子

爆笑スポコン美女物語
今明かす強盗事件の夜

附子本州だ

夫婦旅えいじ苦悩純愛
7125出番◇30団 団ダッシュ
40国ヤング信州◇55国 開運

!な んでも鑑定団 衝

撃1600万 円長者だ拾っ
た宝にA級 絶賛◇信濃

「戦士 踊 る」

00国 仮 面 ラ イ ダ ーア ギ ト

「ギ ル ス砲 陣」

30回 国 も～ っ とお ジ ャ魔 女

00国 題 名21羽 田健 太 郎 ほか

30得 テ レ 中華鍋 ⑳ テ ク

簡単料理法 渡辺正行
00サ ンデープロジェクト

ご家老の本意はどこに

塩川大臣の懐勘定は▽

石原伸晃に緊急提言を
特殊法人改革を断行へ
山よ動け◇7145因 ◇団

00日 本の ミカタ ケイン
小池栄子が徹夜で挑戦

30芸 能人襲撃!オ セロの
社交辞令を真に受けま
ショー 梅宮隠れ別荘

寝起 き氷川⑳議員料亭
00第78回 箱根 駅 伝 予 選会

夢 の ス ター トラ イ ンへ

波乱 レー ス 舞台 裏 密 着

早 大 快 走 ・東 海 大 復 活

4.25天 声 慎 吾 合 コ ン突 入

55ロ ンブー 龍 美 女 ゴ ッ

ク ン… 幻 の 究極 チ ョコ

5.25お い しさへ の旅

30團 国笑 点 三 遊亭 円楽 ほか

00ク ス リに な る テ レ ビ
ミ高 血圧 ミ減 塩 の ウ ソ

55新 婚 さん 出世 の秘 密

お手 手 つ な いで 幸 せ涙

1.25ア タ ッ ク25銀 婚 式 の

記 念 に勝利 ◇55国 番組

00列 島特 選 ・一 度 は行 き

たい 小 さな 名旅 館 味

自慢 格 安 の 隠 れ宿 全9

軒 ▽ 伊 豆 囲炉 裏 と名湯

3.25個

302001フ ィ リッ プモ リス

チ ャ ン ピオ ンシ ップ ゴ

ル フ 「最 終 日」 解 説 ・

杉 本 英 世 日吉 定 雄

金谷 多 一 郎◇5,25番 組

5.30皿Jチ ャ ン 拡 大 す る

炭 そ菌 被 害▽ ア フ ガ ン

00国 国 ち び ま る子 ち ゃん

630ZONE驚 異の肉体630團 」葺・皇重壁今;言 〉」
銅 メ ダル為 末 大 の才 能_

00国 さん まの スー パ ー か ら

く りTVフ アニJの

旅 シア トル2・ 日本 ム

カ ッ ク話 ▽ ⇔ 乱 入男 で

早 調べ 大 混 乱 ▽ 双子 美

女VS加 藤 淳 ▽ ス ゴイ犬

00ど うぶ つ奇 想 天外!

人間VSチ ンパ ンジ ーVS

み 人 知 らず 」 ほか

00闇 闇 こち亀

「魔 法 の ヤ カ ン…石 が

ダ イヤ で ポ ロ も うけ」

7 30團 〔到ワ ン ピー ス

㌫6㌶ 鷺聾8
千 石 の過 酷 アマ ゾ ン…

猛 ワニVS怪 魚 ◇54個

00国 日曜劇 場 ガ ッコの先 生

「ガチ ン コ娘 の 涙」

當奮響樹竹2聾曇子9
いか りや長介

54団 　 　
00国世界ウルルン滞在記

過去の取材で最も難 し

「やぶ医者ヒルルク」

58笑 う犬の発見
緊急告知 ・全芸人必見
この伝説を見逃すな ・
ニセネプチューン現る

機関車ナーマス▽ホリ
ケンサイズ▽歌謡スナ
ック2丁 目◇8.54園 田

00発 掘!あ るある大事典
「シワ予防&解 消法を

徹底検証」弾力年齢が
カギ ・タイプ別シワ退

治の決め手▽小川菜摘
54団 長野市長選挙
00国堂本兄弟 「ヒトミの体

完全解剖 ・思わぬ秘密

‡㌶ ◇誓㌶ 予103。
伝統の名物たるレース

54長 野市長選開票速報

00国情熱大陸 ジョッキー
武豊…世界戦略第二章

漂 鵠遺墨新鍾莚11
0.50パ チ ンコNOW2

LO5た け しの誰 で も ピカ ソ 深名

2.00買 い物 ◇30テ レ ・コ ン

禁断の恋 も明らかに」
EZ!TV高 橋尚子

驚異 ミ心拍数35ミの謎
を徹底解明…あの宿敵
ヌデレバを故郷ケニア
で直撃▽テロ大打撃…

日本人激減のハワイ▽
舞台は老舗デパー ト…
新宿家電戦争の裏側与

0.45中 央 競 馬 ダ イ ジ ェ ス ト

0.55国 セ リ エA(2.25)

00ザ 独 占サ ンデ ー 団▽
一茂VS中 居 ブ ラ ックG

▽絶 品半 熟 卵 ・土 佐 の

味 ひ らラー メ ンに騒 然

00国 ザ!鉄 腕!DASH〃

DASH米 …大 収 穫 祭

田植 えか ら稲 刈 りまで

苦 闘 と歓 喜 の全 記 録 ▽

八 木橋 に ヨ メが 来 た ヨ

58特 命 リサ ー チ200X!

▽ ベ ー トー ベ ン怪 死 の

驚 くべ き真 相 ・ロ ーマ

帝 国滅 亡 との 共通 点 が

▽帰 巣 本 能 は 人 間 に も

存在 す る?動 物 だ けで

はな い驚 異 能 力◇ 団 因

00團 知 っ て るつ も りノ2

「新 ・坂 本 龍 馬 ・維 新

リー ダー奇 跡 の 自己変

革」 龍 馬 カ ラー 映像 ▽

日本 を洗 濯 ▽ 少年 時 代

落 ち こぼれ◇ 開 票速 報

00国 お し ゃれ

大女 優 バ ッ イチ3人 連

合KYFが 古 舘 を圧 倒

30電 波 少 年 チ ュ ー ヤ ン

爆 弾決 心 涙 ▽初 韓 国飯

56ガ キ の使 い 板 尾 の⑭

大 金請 求 に番組 ピ ンチ

1126国 国

30国 うる ぐす 巨 人上 原 日

記 を公 開▽ 高橋 尚子 ㌦

0,fO皿 出来 事 鷹 西 美 佳

0.25ド キ ュ℃1◇55ナ イ ト

f,25シ ョ ッ ピン グ◇55固 目

00團 料 理 バ ン 江 守 徹 と南

果 歩 の グル メ な元 気 食

30国 マザ ー物 語 舞 の 海

56間 ほ んパ ラ!痛 快 ゼ ミ

最 後 の 秘 境 …幻 の洞 穴

探 検 家 死 闘 の壮 絶 人 生

▽ パ ンの 神 様 ・炎 の 熱

血 修 業 ▽ 奇 跡起 きた ・

生涯 の友 … 涙 の運 動 会

7.56弾 丸!ヒ ー ロ ーズ

⑳ 緊急 企 画?細 菌 汚 染

か らシ ブヤ を救 え… ▽

田代 ま さ し⇔潜 伏 生 活

極寒 地 獄 体験 を激 撮?

浜 田大 ピ ンチ ・大 蛇 が

襲 う?裸 の 楽 園◇ 画 因

00国 国 日曜 洋 画 劇場

「ジ ュニ ア」

(1994年 ア メ リ カ)

ア イバ ン ・ライ トマ ン

監督 ア～ ノル ド ・シ

ュ ワ ル ッ ェ ネ ッガ ー`

エ マ ・ トン プ ソ ン

ダニ ー ・デ ビー ト

パ メ ラ ・り一 ド

フラ ンク ・ラ ンジ ェ ラ

㊥玄 田哲 章 塩 田朋 子

1α54長 野 市 長 選速 報

00園 地球 号 トロを育 て る

30国 ベ ス ポ ジ 団 池 山隆 寛

優 勝 を支 えた 陰 の主 役

そ の激 闘&好 敵 手 清 原

0.25国 嫉 妬 の 香 り

1.20ロ フ レンズ

1.50国 因(1.55終 了)

露8持 三.

5.00皿 因◇ 自然 ◇30趣 味

6.00脇 因◇10花 ◇30名 作

7.00お は よ う 日本 団因

7.40国 私 の ガー デ ニ ン グ

8.05国 中 島潔 の世 界 圃 ◇ 森

9.00日 曜 討 論

1α00国音 楽 紀 行 圃◇50紀 行

11.00国俳句 スペ シ ャルF

AXで 投 句 募 集 ・放

送 開 始 後 出題 ▽ 選者
・金 子 兜太 、稲 畑 汀

子 、 鷹 羽狩 行 、 岡 本

眸 、 小 林恭 二 、 麻生

圭 子 ▽ 司 会 ・加 賀美

幸 子 ▽宮 城 ・静 岡 ・

熊 本 か ら中継 星野

椿 宇 多喜 代 子 黒

田杏 子(中 断 目皿)

4.00国 の ど 自慢 山本 譲二

5.00国 航 跡100日 クル ー ズ

6.00團 少 年 倶 楽部 ◇ ビー ト

7.00園[⊃NHKニ ュー ス7

7.20国 国 恋 す る シ ャ ン ソ ン

(97年 仏}瓢)サ ビ ー

ヌ ・ア ゼマ(字 幕)

9.30国 ヨー ロ ッパ 食材 紀 行

7000園 圃世 界 ・わが心 の旅

1α45闇国北 条 時 宗 「幕 府 分

裂」 和 泉 元 彌 ㌦

ll.30国地球 に好 奇 心◇ 音 楽

LOO㊥ 将軍 た ちの夜P
・オ トール(字 幕)

3.25国 オー デ ィオ(5.00)

8套7≡ 、

5.00⊆]PGAゴ ル フ ツ ア ー

7.00⊆ 〕ジ ス ・ウ イ ー ク

7.30国 ワ ー ル ドニ ュ ー ス

8.00目 欧 州 ニ ュ ー ス

8.30口 大 リ ー グ ワ ー ル ドシ

リ ー ズ ヤ ン キ ー ス

× ダ イ ヤ モ ン ドバ ッ

ク ス 高 橋 直 樹(中

断 団)(延 長 あ り)

1150BSニ ュー ス50

0.00目 リポ ー ト 「耐 え忍 ぶ

犯罪 被 害 者」 ◇50団

1.00氷 河 に眠 る友 の もと
へ 圃◇50ア ウ ト ドア

2.00團 バ ス ケ ッ トボ ー ル女

子 「日本 航 空 ×三 菱

電 機 」 ◇3.50BS団

4.00世 界 の 競 馬◇50米 団

5.00国 列 島ス ペ シ ャル 圃

▽ 太 陽 と走 れ◇50団

6.00国 リポ ー ト圃 耐 え忍

ぶ犯 罪 被 害者 ◇50団

7.00口 大 リー グ圃 ヤ ンキ
ー ス × ダイ ヤ モ ン ド ・

バ ックス 高橋 直樹

9.00[薗 ア ジ ア フー ズ フ ー

1α00国3人 の 部 屋 圃◇45団

1100ロ ア フ ガ ン麻 薬 ル ー ト

1t50口 大 量 殺 りくテ ロ に備

え る米 国 圃◇0.40団

1.00デ ィベ ー ト◇50列 島

2.40国 音 楽 ◇ 水◇3.00音 楽

4.00国 テ ロ犠 牲者 追 悼 集 会
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N特 集◇新車情 報

ちび っこ

いな まいニ ュース ス、タジオ

ここい こ

夢 をつむ ぐ人.々

い～ なチ ャンネ ル

DOINGス ポ ーツ

HOT・ ほ っと企業
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DOINGス ポ ーツ

企業◇ 視聴者制作

■
HOTSHOT

NFLBLAST

NFL2001

フ ットボ ールニ ュース

INDAYRACING

LEAG-UE

AFOS2001

クイックシルバーマス歩一ズ

NFLGameDay

HOTSAND

ATPTENNISSERIES決 勝

バ トル インフ ォメ ーシ ョン

15オ ランダサッカーエールディビ

0

0
0

5
5

5
0

0

0
0

5
0

0

0
3

4
1

4
0

0

0
0

1
0

7
8

10

12
1

3
6

7

9
11

2
0

サ ンフランシス コの空の下

見知 らぬ 人でな く

ル ーキ ー

ム ービーカ ウン トダ ウ ン

ドラキ ュラ

グ リフタ ーズ

ウ ィーク エン ドプ レビ ュー

ブライ ン ド ・デ ー ト

マイ ・ガ ール

ル ーキ ー

ラスベガ スをや っつ けろ

10月 ム ービ ーダ イジェス

6:40有 放アラカルト◇今週の番

組案内と予定 『週間シ

リーズ』「おはようの一週

間1「ポケない行き方の工
夫、金子満雄さん(元 浜

松医大教授)
11:55ラ ンチタイムスクエア～今

日のど真中
3:00ひ と息吐息3時 です

7:30い なま いニ ュ ースス タジオ

(23:00再)

8:00特 集 番組 運 動会特集 「飯

島 小 学 校 ・七 久 保 小 学

校1(8:00、10:00再)

11:00週 間 ダイ ジェス ト10/22

～26日 までの話 題

1:00特 集 番組

4:00週 間ダイ ジェス ト

6:00特 集番 組

一

6:30N「 ふ れ あ いネ ッ トワ ー

ク」(7:30以 下7回)

7:45南 アルプスふ るさ と祭 り◇

10月14日 に行 われ るふ る

さと祭 りの 中継 録画

20:50な かよし広場 今日も元気

で 片桐保育園

紐2西田謡`聴 藷卸

19:45く ら しのア ンテナ 飯田消

費生 活セン、ターか ら

1



〈9>2001年(平 成13年)10月28日(日 曜 日) 伊 ξ醐sξ 起1≡ ヨ 新 聞 第 一子諺1災 ジ 認 可)・

一
5.00お は よ う 日本 団閤

▽ ア フ ガ ン最 新情 勢

▽ 温暖 化 防 止 会議 開 幕

▽大 学 が 早期 退学 勧 告

▽ 手作 りの 人形 を ニ ュ
ー ヨー クへ

8.75團 因 ほ ん ま もん

30団 ◇40生 活 ほ っ と コ

レス テ ロ ー ルが石 に な

る ・胆 石 の 意 外 な痛 み

9.30国 国 メ ンマ 圃◇55国 歌

00副 因◇05国 園芸 圃

▽ ナ デ シ コの 仲 間ほか

35園 圃 自然 百 景 圃◇50福 祉

00団 ◇05園 生 活 笑百 科 圃

中 島誠 之 助 仁 鶴 ㌦

30團 体操 ◇40プ ラザN

OO団 ◇20昼 ど き 日本 列 島

「ユ ニ ー ク木工 芸 」

45闇 留 ほ ん ま もん 圃

00ニ ュ ー ス 「テ ロ対 策 特

別 法案 な ど採 決 ・参 議

院 本会 議」 ◇55マ ップ

00団 ◇05国 公 園通 り 俵

萌子&吉 田 ル イ子 ・女

の シ ワ は美 しい◇ 体 操

00団 因◇10團 国家 へ お い

で よ圃 杉 浦直 樹

筒井 道 隆 ㌦◇55国 うた

00団 ◇05視 点 ・論点 圃

15闇 闇 金曜 オ ン ステ ー ジ圃

▽ ペ ギ ー葉 山 名 曲選 ほか

00団 ◇10イ ブニ ング ワ イ

ド 遊 夕 信 州▽ 長 野 ア
ー カ イ ブス ミ心 を むす

ぶ花 火 燃 ゆ ミ清 内 路 村

▽6.10Nア ップ信 州 ▽

新 長 野 市 長 に 聞 く▽ ニ

ュ ー スの?ミ 中核 市 ミ

00間 口NHKニ ュ ース7

▽ 米 ・タ リバ ン攻 防 戦
・ア フ ガ ン最 新 情 報

▽ テ ロ対 策法 案 採 決 嚇

40国 クロ ーズ ア ップ現 代

自衛 隊 派 遣へ ・防 衛 庁

長 官 に迫 る 国谷 裕 子

8.05闇 闇地 球 ふ し ぎ大 自然

▽ 母 カ ンガ ル ー大 奮 闘

▽ 驚 きの連 続 出産 ・男

女 産 み 分 け術

48ニ ュー ス信 州845

00園NHKニ ュ ー ス9

15闇 闇 ドラマ ・ハ ー ト

「黒 い 罠」 陣 内 孝則

万 田久 子 桜 井 淳 子

黒 川 芽 以 本 田美 奈子

宍 戸 錠 鶴 見 辰 吾◇ 因

00[コNHKニ ュ ー ス10

▽ ア フガ ン最 新 情報 ・

空 爆 は … タ リバ ンは …

▽ 米 軍支 援 ・自衛 隊 は

ど こで何 を?中 谷長 官

に聞 く▽ 気 象 情 報 ほか

00園 圃 夢伝 説 「ビ リー ・ジ
ー ン ・キ ング」

50読 む 「議 定 書 の 行方 」

0.00副 因◇75[劃 イス ラ ム

潮 流 圃◇1.10ニ ュ ー ス

1,20戦 場 のIT◇ 国 地球 圃

2,55マ ップ◇3.00映 像 散 歩

MHκ sθc.謹 、・、

5.00漢 詩◇ にっ ぽ ん◇探 訪

6.00数 学 ◇ 体操 ◇ 伊語 会 話

7.10は じめ よ う英 会 話

30国 テ レ ビタ イム 忍 た ま

▽41ロ メイ シ ー▽46お

じゃ る▽56英 語 で 遊 ぼ

▽8.77い な い ば あ▽31

お か あ さん とい っ しょ

00〔固 まちか ど◇ 作 っ て遊 ぼ

3の萄森 のが ん こち ゃ ん

45国 伝 え よ う メデ ィア入 門

00国 メ デ ィアのABC

l5国 ス トレ ッチ◇ 人形 劇場

45團 ふ し ぎ研 究所

00そ れ ゆ け こ ど もたい

15圏 に ん げん 日本 史

30圏 調 べ 理 科◇ く ら し発 見

00国 和 菓 子 まる ご と大 全 集

圃◇25團 名 曲 ア ルバ ム

30は じめ 英◇ 英 会 話◇ 歌

00圏 手 話 団◇05み ん な手話

35[固ミニ介 護◇40フ ァ イル

45園 ⑳ き ょうの健 康 圃

00何 で も経 済学 ◇2010m

30世 界 旅 圓 「資 源 ・持 つ

国 ・持 た な い 国」

日本 語 講 座 圃◇ マ ソプ

30囲 人 間講 座 圃 「現 代 に蘇

る歎 異 抄」 高 史明

00国 テ レビ タイ ム い ない
い ない ば あ▽ プチ ▽21

お母 さん▽50ロ メ イ シ
ー▽5

.00英 語 で遊 ぼ▽

15ひ と り▽30お じゃる

▽40ハ ノチ▽50忍 た ま

00国 天 才 て れ び くん ワ イ ド
▽ ス タ ジア ム▽ 新 企画

発 動 ▽ や ぎっ ちほか

45目 ドラマ ・サ ブ リナ

「フ ロ リ ダで春 休 み」

7,10園 因 健 康 耳 鳴 りの鳴

り方 と病気 ◇ フ ァイ ル

30園 圃 にん げ ん ゆ うゆ う

▽ 老 い を描 く老 い を演

じる▽ 忘 れ られ ぬ 人 々

00[劃あ なた のパ ー トナ ー
▽03團 き ょうの料 理 ・

私 の 朝 ご は ん ・母 の味

具 た っぷ りの ア ツア ツ

ひ じきご飯 脇屋 友 詞

▽ 圏 手話 団845

▽9.00お しゃれ ・ア ー

トな手作 りキ ャ ン ドル

▽ 恐 竜 ぬ い ぐるみ

9.35国 趣 味 ・和 菓 子 「卵 の

味 が 広 が る ミ黄 身(き

00

45

00匿1人 間講 座

30

0.00英 トー ク◇20仏 語 会 話

0.50團 趣 味 ・骨董 市 で 遊 ぼ

う圃◇2.10大 黄 河 の 旅

2.50囲 さわや か3組 圃

3,50高 校 数 学◇4.50太 陽 系

み)時 雨」金塚晴子㌦
ETV2001「 親友」①
▽歌手 ・加藤登紀子 と

桐生の織物デザイナー
との交流 新井淳一
視点 ・論点

石弘之◇55ミ ニ英会話
半藤一利

世界史 「イスラム」

4.55国 健 康◇ 買物 ◇5.30園

6.00国 エ クス プ レス 団 扇
▽ 突 撃 ・レシ ー ト拝 見

▽TDLハ ロ ウ ィー ン

▽ 主 婦100人 緊急 調 査

恋 を何 年 休 ん で ます か

▽ 広 末 フラ ンス㊧ 密 着

8.30は な まる マ ー ケ ッ ト

頭 痛&肩 コ リの 原因 は
マ ク ラ?正 しい選 び方

で解 消 ▽荻 野 目洋 子の

新 婚&妊 娠生 活 ▽ 流 行

1020テ レ シ ョ ップ スペ シ

ャ ル 萩 原流 行 ㌦

1115国3分 ク ソキ ング

25国 テ レビ シ ョ ッピ ン グ

30ベ ス トタイ ム 事 件 ・

芸 能 … 最 大 関心 事 …▽

近 藤 典 子 の快 適 ・生 活

Gメ ン▽ 団▽ 福 留 功男

00園 圃 ラ ブ&フ ァイ ト 「恋

の苦 しみ」 宮 本 真 希 ほか

30回 国 ひ と り じゃ ない の

00ジ ャス ト26歳 超 お嬢

さ ま社 長 ゴー ジ ャス ラ

イ フ に密 着▽ 芸 能情 報

00水 戸 黄 門 圃 「格 さん の

00

50[劃Uパ レ ー ド

親友は脱藩者」佐野浅
夫 あおい輝彦◇55皿
レディス4◇45エ ス

デパ地下

魅力アップ行列の店も
生中継▽県都どう変え
るか新市長生出演▽個

5.54目 ニ ュー ス の森

6.21SBCニ ュ ー ス ワ イ ド

県 都 の新 市 長 課 題 山 積

の 出 発▽ 知 事 リニ ア試

乗 ▽ ミデ パ地 下 ミ中継

00関 口宏 の東 京 フ レ ン ド

パ ー クnガ ソツ石松

と具 志 堅 用高 が 大暴 れ

禁 断 の パ ンチで ガ ノッ

顔 面 の 危機 ▽ 恵 モ ン絶

珍 ホ ソケ ー◇54目

00国 国 こち ら第 三 社 会部

「老母 と口紅 」 渡辺 謙

麻 生祐 未 萩 原 聖 人

酒 井 美紀 石 塚英 彦

戸 田 恵子 京 本 政樹

津 川雅 彦 ほか◇54団

00圏 〔劃月 曜 ミス テ リー劇 場

片 平 な ぎさサ ス ペ ンス

カー ドGメ ン小早 川 茜

③ 甘い罠

斉 藤珠 緒 脚 本

斎 藤光 正 監 督

片 平 な ぎさ 西村 和 彦

美 保純 大 西 結花

小倉 久 寛

ケ ー シ ー高 峰

六平 直 政 杉 田 かお る

1α54筑 紫 哲 也NEWS23

大橋 巨泉 議 員 に 聞 くテ

ロ対 策 法 ㌦◇1150団

7155国 ワ ン ダ フル 「矯 正 で

鼻筋 ク ッキ リ美 人顔 」

0.35国 東 京 モ ー ター シ ョー

0.50オ トセ ン!◇1.20買 物

7.50国 メ ッチ ャE(2.20)

闇M継 ・賜 ㊨
6

7

8

9

0{

11

◎

1

2

3

4

5

5.30固 め ざ ま し天気

5.55め ざ ま しテ レビN目

▽ 満 載 ・週 末 芸 能情 報

▽ スポ ー ツ総 力取 材 …

▽ 走 れ め ざま し調査 隊

00と くダ ネ!ス クー プ

芸 能&衝 撃 の事 件事 故

① 最 新 満載 ・タ イム ズ

② 今 旬 の 人物 … 学習 帳

③ 好 奇 心 追跡 ・特捜 部

9.55日 本 列 島 あの 町 この

街 「お神 楽 に出 会 う

町」

1α25三浦 浩 一 ・純 ア リス特

選 一 番 街◇1125暮 ら し

77.30団 ス ピー ク

堺 正 幸 高木 広 子

5.25国 あ さ天 一 番!

5.30ズ ー ム イ ンSUPER

▽ ひろが る炭 そ 菌 騒動

▽ ア フガ ンの 緊 張続 く

▽ 感動 の歌 声 がW杯 へ

▽ ウマ イ 店 ラ ン プの 不

▽ 紅 葉渋 滞 で きる理 由

8.30レ ・ノツ!種 ∫撃(8)日央/象

満 載 ・最 新 芸 能&事 件
▽ 魅惑 の セ ンフ ラ イフ

▽ ク ロー セ ノ ト探 検 隊

司 会 向井 亜 紀 鈴木 健

1α25テ レ生 情 報

30固 い い 旅 秋 は温 泉三 昧

群 馬 の絶 景 紅 葉 と秘 湯

11.25生活 ミニ情 報◇30園 田

50買 物◇ ホ ー ム ドク ター

6

邊Bハ 雌 。5・ ・=

5.35固 目◇40買 物◇6.10団

6.20や じ うま フ イ ド
▽ まん延 す る疑 心 暗 鬼

白い→分力淳召くパ ニ ノク

▽ 小泉 総 理 と連 立与 党

00モ ー ニ ング ス クー プ

週 末 の芸 能 界 ⑭情 報&

衝 撃 ・事 件 事 故 の真 相

▽ 最 新 ニ ュー ス総 力 取

け ・情報 キ ャ ノチ ャ ー

00笑 って い い とも

香 取 慎吾 極 楽 とん ぼ

柴 田 理 恵 相 田翔子 ほか

00ご きげ ん 西 村 知美 の

大 ボケ 幹事 お さ ない恋

30闇 闇 レ ノ ド 遊 井 亮子 ほか

00国0学 開 運

05留 お ふ くろ シ リー ス9お

ふ くろ に …敬 礼 〃圃

浜 木 綿子 菊 池 健一 郎

小 林 亜 星 奥 村公 延 ほか

(字幕)(中 断 団 ノ

00国 の りス タ 「フ ロ ン コな

ぞ の 大 ば くそ う一

30国 ち び まる子 ち ㌣ん 圃

00画 で きち ゃっ た結 婚 圃

竹野 内 豊 広 末 涼 子ほか

54ス ーパ ー ニ ュ ース

「日 々の ニ ュ ー スの 本

質 を徹 底取 材 ・検証 」

早 川 英 治 吉 田 麗子

安 藤 優子 西山 喜久 恵

00NBS月 曜 スペ シ ャル
「穂 高 人形 は俺 が守 る

・お 船 祭 りにか け る 男

7 達」人形師を目指す若

者の活躍

8

9

01

54国 マ マ 一緒 につ くっ て!

00国 ヘ イ!ヘ イ!ヘ イ!

ウル フル ズが作 る美 味

イ ン ド料 理 に松 本 絶 賛

ガ ク トの超Hな ⑨下 着

奥 田民 生 キ タキマ ユ

フ レイ ム◇54団 ◇ 匡]目

00團 〔国ア ンテ ィー ク
～西 洋骨 董 洋菓 子 店 ～

「小 さな星 」 滝沢 秀 明

椎 名桔 平 藤木 直 人

小 雪 阿 部 寛

牟 田悌 三◇54固 目

00国SMAP×SMAP

松 た か子 感動 初 ラ イブ

▽ 木村 胸 キュ ン ドラマ

▽ 中居 の 西村 雅 彦 復 活

▽加 藤 あ い 来店 … 絶 品

中華 対 決 …◇54団

00あ い の り 関帰 国密 着

30ニ ュ ー スJAPAN

▽ 田代 尚 子 ・大林 宏▽

團す ぼ る と 三 宅 正 治

0.4020世 紀 の遺 伝 子

1.10国 どうす る 治水 圃

2,05国 直 行 便NY(3.05)

00お もい ノき りテ レ ビ

現 代 人の疲 れ の 原 因 は

疲 労 ミ感 ミ物 質 だ っ た

▽ 世 界 車 いす マ ラ ソン

▽ 赤 身魚 で 体脂 肪 堺焼

ア.55ザ ・ワ イ ド

最 新 映 像 とス クー フ て

送 る事 件 芸 能 の 決定 版

▽ 豪 華 ゲ ス トが鋭 く深

く今 日を斬 る▽ 時代 の

申 二子 の生 き様 に 肉薄

3.50ゆ ジ・が たGet!プ ラ

ス ユ 食品 表 示 を解 読

果物?個 分 の ヒ タ ミン

の 謎&甘 さ控 え め 秘 密

▽ 愛情 ポ テ トグ ラ タン

▽ 新鮮 野 菜 の 見 分 げ ㌧

▽密 着 マ ンガ喫 茶2㌧

▽ 電言舌ノレー レ ノ＼▽ 題

▽5.54個 長 野 、1パパ ∴＼

生 出演 ど う描 く県 ξ、二㌔

来 図▽W杯 の ポ ス ター

00闇 闇プこ夜 叉 五 九 る{ご、い

2人 のつ らい 選択 ・出

会 った場 所 に帰 りたい

30里 国 名探 偵 コナ ン 旅 情

ミス テ リー 決 定版 ・松

江玉 造 連 句14番 勝 負 國

00世 界 ま る 見え!テ レ ビ

特 捜 部 イ ご ミぷ な/く巴

議 な8映 濠 ∴:∵ ・二.

危険 ㊧地 帯VSミ ニ 涜イ刀

奇剴トの 復`占▽ ヒ ソク リ

⑳ 三秒 ク イズ◇54個 閤

00〔到ス ーパ ー テ レ ビ500回

記 念 番 組 「降格 人事 …

男 が 会 社 を辞 め る時 」

突 然 、 部 長 が ヒラ に▽

45歳 の 決 断 …妻 と息 子

が泣 いた 夜 ほか◇54豆 閤

00国 本家 の ヨ メ 「逆 キ レ姑

VS嫁 」 岩 下志 麻 ビ ビ

ア ン ・ス ー 中村 俊 介

高 岡早 紀 市 毛 良 枝

岸 部 一 徳 田 中好 子 ほか

54井 田由 美 の 団 出来 事
ペ ッ トか ら病 気 が 感 染

?動 物 との 危険 な関 係

1L25〔S〕Zス ポ ー ソMAX

▽42爆 笑 問題 ▽ テ レ こ

0.50最 後 の 晩 餐1.20国 買物

1.50[i釦君 は 見破 れ るか ソー

ドブ イ ソシ ュ◇2.20因

搭Sff

5.00お は よ う 日本 団 因

▽ ス ポー ツ▽ 列 島 ほか

7.30園 圃 ほ ん ま もん

7.46園 よ一い ドン

8.05圃 クラ シ ッ ク倶 楽 部 圃

9.00宝 島 圏 「飛 べ ない」

9。30国BS歌 謡最 前 線

1α00国健 康 ほ っ とラ イ ン

rLOO團 京 都 上 が る下 が る團

9.555、]指 せ ふ る さ とCM

OOユ ニ バ ーサ ルTVシ ョ

ノピ ンク 目黒 祐樹 ㌦

55国 オ レ達 のWell歌 夢

拝 み ち よほか◇1L25買 物

η.30ス クラ ンブル 芸 能 界

24時 間 ・最 新 の話 題 を

総 力取 材 で チ ェ ック▽

詳報 ・列 島 凶悪 事 件 ▽

注 目の 出来 事 追跡 ▽ 団

1,05上 沼◇20国 徹子 闘病

砂 川 啓介 ・大 山 のぶ代

55薗 イ ン フ ナメー シ ョ ン

00回 ザ ・プ ラ クテ ィス

「嵐」 デ ィラ ン ・マ ク

ダー モ ノ トほか◇55団

00国 万 引 きウ オ ノチ ャー小

林 み なみ 事 件 日誌 ① コ
ロ ノケ 、消 しコム を盗

ん で 破己 した 男女!連

続 殺 人圃 栗原小 巻

高 ㍑ 東生◇4.55国 歴 史

00豆 田Jチ ャン 衝撃 告 白

フ/セ ノ教 パ と㌢ これ

べ三,ス ニご ～二男…

6.ア7＼=⊃ ＼こス ニーーノ:ン

;∫㌧1三∴ ㌔ こ/l,1く・パ上
　 す 　 へ 　 　 　・ぺニ ニ 、　 ・ノ㍉、(二 ▽

モ ー一　∵ 二二1 、55三P

OO至 亘 暴 ㌧ 、・功 ほ 埠 　女 た

らの 或 さ!先 妻VS安 友

う わ な り討 ち:㌧ こ　三

田 村 亮 い しブk、 こ

松 村 雄 基 多㍍　 三・∴.

54園

00タ ノ ム シ 、《/ご 二

∴/1三:
は … 久:つ べ 、お　 ∵

54[i動因

00た け しのTVタ ノ ンン

警告 … 健康 ブ ー エ、の 裏

食 品 の 安 全神 話 か 　1攻

急 増 … 若者 を襲 う七て而

⑫ ぼか ん 口VS不1乞 長 寿

54旦 二 二 ース ス ァ ー ン 」ン

空爆 下 の ア フニ ン:一竜

話 情 報 ▽ テ ロ℃ 〉ミ法 の

行 方 ▽ 高 校球 児 二甲 子

園… 長 島 三 奈 り六一 ト

▽MLB全 ポ ー:・げ て

▽ サ ノカー 亡 ぷさご　 イく

π10北 原 コ レク シ づン

15ち ゃん ネ プ 川 堤 対決

鉄 人 孝 明 の超 豪 華引 理

0.06ト ウナ イ ト2観 光客

激 減 中 の沖 縄 を救 え…

1.01團 ブ レイ ク 古 内束 子

1.3f[亘F・T◇56[S]閤

f130国 エ ア ロ ビ◇ 株 式 ◇ 因

0.00N◇f5国 加 藤 登 紀 子
コ ンサ ー ト2001圃

▽ 百 万 本 のバ ラ陽

1.50国 中 国や き もの紀 行

2.15闇 国お 江 戸 で ご ざる

3,00園 圃地 球 ・ふ しぎ大 自

3.45映 画 「あ いつ と私」

石 原裕 次 郎 芦 川 い

つ み ほか◇5.20〔劃水 中

5.30国BS歌 手 天 国

6.00国 キ ャプ テ ンク ッパ

6.30宇 宙 船 サ ジ タ リ ウ ス

7.00團[⊃NHKニ ュ ー ス7

7.40〔固 トラ イ ア ン グ ル シ ョ
ー 尾 藤 イサ オ ほか

9.00囲Mrレ デ ィMrマ

ダ ムU・ トニ ヤ ソ

ツ ィ(字 幕)◇ 韓 国

77.00間 口ERVI圃 ◇50国 森

0.00国BSマ ン ガ 夜 話

7.00映 画 「ジ ュ リア 」 」

フ ォ ン ダ(字 幕/

3.00国 音 楽 ◇4.00学 校 ◇ 夢

8ぶ7三.

5.30回PGAゴ ル フ ツ ア ー

7.00ス ポ ー ツ◇ サ ノカ ー

8.00お は よ う世 界 の ト ソ

プ ニ ュ ー ス 各 国 園

9.30回 米 大 リ ー グ ・ワ ー ル

ド シ リ ー ズ ニ ュ ー

ヨ ー ク ・ヤ ン キ ー ス

× ア リ ゾ ナ ・タ イ ヤ

モ ン ドハ ノ ク ス

解 説 ・高 橋 直 樹(中

断 団)(延 長 あ り)

0.50BSニ ュ ース50

1.00目 ワー ル ドニ ュー ス ア

ワー 米 皿嚇◇50団

2.00口 米 ・ABC団 ◇50団

3,00回CNN団 ◇10世 界 囲

3.17国HV◇25株 式◇50団

4.00列 島ふ る さ と発 ◇ 団

5.00ロ ワー ル ドニ ュ ー ス

5.30ロ テサ イ ナー◇50個

6.00匡}囲 ◇15ス ペ イン◇ 団

7.00[⊇大 リー グ圃 ヤ ンキ
ー ス× ダイヤ モ ン ド

ハ ノク ス(中 断N)

9.30固 クロ ーズ ア ップ現 代

1α00PGAゴ ル フツ アー

11.00BS23米 攻 撃 で ア

ラ ブ市 民 か ら反 発 ほか

0.00團 人 名録◇20ウ オ ノチ

0.35巨 世 界 団◇ コ ア ジ ア団

1.30サ ソカー 「バ ルセ ロ

ナ ×ベ テ イス」

3.20情 報◇35米 ㎜◇ 噛
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HOT・ ほっと企業

ビデオクラブ作品集

近畿は美しく
企業 ◇ ビデオ 作品

1京阪沿線55次1

通販

ア ビバパ ソコン講 座

校庭 の木の実 に親 しむ

キ ッス ステ ーシ ョン

「らんま1/2」

ICT・N

新車情報 「三菱・エア＼ンノク,

N◇ たつ の

JA広 報 ・る～ らる

新車 情報◇ ツボ 療法
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NFL200]

ソフ トテ ニ スJAPAN!
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トランス ワール ドスポ ーツ

ワール ドサ ッカ ーマ ガジ ン

フ ィットネスNOW

オランダサノカーエールディビシ

よしもと新 喜劇

痛快!明 石家 電視台

ドラ イフ'AGO!GO!

フ ィットネ スNOW

全 日本プ ロ レス

角田信朗の格 闘魂

NFLBLAST

NFLGalneDay
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1

2:00

MOVIETALK

唇に よだれ

ノ1リて三一緒 に

恋愛 専科

存在 の耐 え られな い軽 さ

ム ービ ーカ ウン トダ ウン

サ ンフラ ンシス コの呈 の下

白と黒 のナ イフ

ア パー トメ ン ト

10月 ム ービー トーク ダイ

ジ ェス ト

パ リは燃 えて いるか

6:40小 れあいスノトワーク*お伝えしま

ア登 …つ話題 題 皆シ>Lえ'る

はようの一遇間 ニテニい三き万の

二天、金子芸まiさ/、三三な三…丁てヨ

授)

1155ラ ンチ タイム スクエア～ 今

日のど真中

3:00ひ と息 吐息3時 です

8:00特 集番組 運動会特 集 「飯

島 小 学 校 ・七 久 保 小 学

校」(8:00、10:00再)

500サ イエ ン ス ・ク ソキ ン ク
Fキ

ャベ ツの秘密!

:30生 きもの だれが どこに?

:45T}{EMAKING六 ノチキス

だて三るまて,]9:00、21:00)

6:00N・ 話 題 上伊那 ふる さと

たよ り

一

6:30N'ふ れ あ い ネ ソ トワ ー

久(7:30以 下7回 再)

7:45零 ア/ンフスふるさと祭り◇10月14日

こ言われるふるさと祭りの中継録画

20:50商 工会アワー 経済再生へ

の動き 経営指導員 松

下正博さん

19:45話 の広場 婦人学級 中越

遺跡の見学から



一

200]年(平 成13年)10月28日(日 曜 日)〈10>

 

闇新目亭郵(第三種郵便物認可)

冨

暴
富
槍
鍵

馨

明
日
の
ス
タ
ー
を
夢
見

て
、
何
人
も
の
人
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
夢

を
忘
れ
ず
努
力
を
続
け
れ

ば
、
い
つ
か
か
な
う
日
が

来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
、
今
週
の
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
を
解
い
て
く
だ
さ

い
。
二
重
枠
の
マ
ス
の
中

に
、
こ
れ
と
関
係
の
あ
る

〈伊
那
市
〉

◇
市
▼
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

(午
前
10
時
、
西
箕
輪

公
民
館
)
▼
県
将
棋
選
手

権
大
会
上
伊
那
地
区
大
会

(午
前
10
時
、
伊
那
市
中

央
区
公
民
館
)

◇
学
校

・
保
育
所
▼
ど
ん

ぐ
り
ま
つ
り

(午
前
9
時

50
分
、
県
伊
那
養
護
学

校
)〈駒

ケ
根
市
〉

◇
市
▼
上
伊
那
郡
市
剣
道

選
手
権
大
会
開
会
式

(午

前
8
時
30
分
、
武
道
館
)

▼
東
伊
那
地
区
運
動
会

(午
前
8
時
50
分
、
東
伊

那
小
G
)
▼
飯
坂
保
育
園

三
十
周
年
記
念
式
典

(午

後
-
時
、
ア
イ
パ
ル
い
な

ん
)
▽
信
濃
鶴
金
賞
を
祝

う
会

(
午
後
5
時
、
ア
ル

パ
)

◇
学
校
▽
第
三
十
八
回
陶

工
祭

〈高
遠
町
〉

◇
町
▼
伊
澤
修
二
先
生
記

念
音
楽
祭

(午
前
10
時
45

分
、
町
文
化
体
育
館
)
▼

第

一
・
三
・
四
分
団
秋
季

言
葉
が
出
て
き
ま
す
。
何

で
し

ょ
う
。
(出
題

・
佐

久
み
つ
る
)

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
!
ー
i
…
興
行
。
歌
舞
伎

年
中
行
事
の

一
つ
、

一
座

の
役
者
が
総
出
演
。

④
人
間
の
、
最
高
に
す
て

き
な
表
情
。

⑦
脱
い
だ
ら
き
ち
ん
と
そ

う
え
て
。

⑧
入
賞
記
念
の
カ
ッ
プ
な

ど
。

⑩
ジ
ャ
マ
イ
カ
音
楽
。

⑫
ー
に
覚
え
が
あ
る
。
自

信
あ
り
。

⑬
稲
の
若
い
な
え
。

⑮
1
い
ば
り
。
虚
勢
を
張

る
。

⑯

猿
。
猿
山
の
リ
ー

ダ
ー
。

⑱
森
鴎
外
の
小
説
。
悲
恋

の
物
語
。

⑳
相
部
屋
で
は
な
く
て
。

⑫

ギ
タ
ー
。
電
気

仕
掛
け
。

⑭
両
手
両
足
を
地
に
着
け

た
状
態
。

⑳
甲
よ
り
劣
る
。

⑳

米
。
万

一
の
た
め

の
備
え
。

⑱
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
す

る
芸
能
人
や

有
名
人
。

タ
テ
の
カ
ギ

①
も
う
い
い
か
い
?

ま

あ
だ
だ
よ
。

②
神
仏
の
予
言
の
言
葉
。

③

物
。
陶
磁
器
の
通

購

癒

畿

騒

謬

イ

解

訓
練

(現
地
)

〈
箕
輪
町
〉

◇
町
▼
青
年
洋
上
セ
ミ

ナ
ー
上
伊
那
地
区
報
告
会

(午
後
3
時
30
分
、
伊
那

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
)

〈
飯
島
町
〉

◇
町
▽
第
15
同
町
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
大
会

(午
前
8
時

30
分
)
▼
第
45
同
町
卓
球

大
会

・
第
10
回
少
年
卓
球

大
会

(午
前
8
時
30
分
、

飯
島
小
体
育
館
)
▼
平
沢

山
神
社
例
祭

(午
前
10

時
、
現
地
)
▼
町
発
足
45

周
年
記
念

「小
椋
佳
コ
ン

サ
ー
ト
」
(午
後
4
時
、

町
文
化
館
)

〈南
箕
輪
村
〉

◇
村
▼
村
民
駅
伝
大
会

(午
前
9
時
役
場
ス
タ
ー

ト
)〈宮

田
村
〉

◇
村
▽
伊
勢
滝
の
水
巡
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

(午
前
9

時
、
宮
田
高
原
集
合
▼
商

工
会
員
親
ぼ
く
ス
ポ
ー
ツ

大
会〈

中
川
村
〉

◇
村
▼
片
桐

・
葛
島
地
区

運
動
会

〈
伊
那
市
〉

◇
市
▼
定
例
教
育
委
員
会

(午
後
3
時
、
市
役
所
)

〈駒
ケ
根
市
〉

◇
市
▼
天
竜
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
実
行
委
員
会
反
省
会

(午
後
6
時
30
分
、
中
沢

公
民
館
)
▼
同
和
教
育
推

進
協
議
会
総
会

・
研
修
会

(午
後
6
時
30
分
、
ア
ル

パ
)

◇
学
校
▼
視
力
検
査

(赤

穂
東
小
四
年
)
▼
全
校
炭

焼
き
開
始

(中
沢
小
)

〈高
遠
町
〉

◇
町
▼
水
上

・
荒
町
地
区

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

ン

(午
前
10
時
、
水
上
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
)
▼
臨

時
議
会

(午
後
2
時
、
役

場
議
場
)

◇
学
校

・
保
育
園
▼
振
替

休
日

(高
遠
北
小
学
校
、

高
遠
小
学
校
、
高
遠
中
学

校
)
▼
給
食
検
討
委
員

会
、
焼
き
い
も
大
会

(午

後
4
時
半
、
高
遠
第

一
保

育
園
)〈箕

輪
町
〉

◇
町
▼
西
部
箕
輪
土
地
改

良
区
総
代
会

(午
後
3

時
)

◇
小
中
学
校
▼
ク
ラ
ブ

(北
小
)
▼
ス
ト
ー
ブ
設

置
(東
小
)
▼
体
重
測
定
、

視
力
検
査
定
学
年

(西

小
)
▼
二
年
立
会
い
演
説

会

(箕
中
)

〈
飯
島
町
〉

◇
町
▼
上
下
水
道
指
定
事

業
者
証
交
付
式

(午
前
8

時
35
分
)
▼
宮
田
村
産
業

福
祉
委
員
会
視
察

(午
後

2
時
、
七
久
保
保
育
園
)

日
曽
利
耕
地
感
謝
祭

(午

後
3
時
、
同
林
業
セ
ン

タ
ー
)

◇
学
校

・
保
育
所
▼
一
年

視
力
検
査

(飯
島
小
)
▼

「運
動
の
日
」
リ
ハ
ー
サ

ル

(飯
島
小
)

〈南
箕
輪
村
〉

◇
村
▼
村
三
カ
年
実
施
計

画
ヒ
ア
リ
ン
グ

(午
前
9

時
、
役
場
)
▽
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
検
診

(午
後
1

時
、
保
健
セ
ン
タ
ー
)
▼

第
十
六
回
大
芝
高
原
ま
つ

り
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
選

考
会

(午
後
6
時
、
村
民

セ
ン
タ
ー
)
▼
同
ま
つ
り

称
。

④
絵
を
描
く
た
め
の
筆
。

⑤
地
下
、
商
店
、
繁
華
。

⑥
空
に
か
か
る
光
の
カ
ー

テ
ン
。

⑨
秘
密
が
も
れ
る
こ
と
。

⑪
動
物
の
食
事
。

⑭
思
わ
ず
ゴ
ク
リ
と
飲
み

込
む
も
の
。

⑮
長
い
舌
で
獲
物
を
捕
る

は
虫
類
。

⑰
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
産
ウ

イ
ス
キ
ー
。

⑲

症
。
体
が
冷
た
く

実
行
委
員
会
反
省
会

(午

後
7
時
30
分
、
村
民
セ
ン

タ
ー
)
▼
消
防
団
本
部
幹

部
分
団
長
会
議

(午
後
7

時
30
分
、
役
場
消
防
団

室
)

◇
学
校

・
保
育
園
▽
南
部

保
育
園

さ
つ
ま
い
も
掘

り

〈
長
谷
村
〉

◇
学
校
・
保
育
園
▽
四
、

六
年
生
体
重
測
定

(長
谷

小
学
校
)

〈
宮
田
村
〉

◇
村
▼
第
2
回
農
地
利
用

委
員
会

(午
前
10
時
)
▼

情
報
メ
デ
ィ
ア
全
体
会
議

(午
後
1
時
30
分
、
J
A

上
伊
那
宮
田
支
所
)
▼
議

会
産
業
福
祉
委
員
会

(午

後
1
時
30
分
)
▽
新
田
区

行
政
懇
談
会

(午
後
6

時
)
▼
マ
イ
ス
タ
ー
交
流

会

(午
後
6
時
)

〈
中
川
村
〉

◇
学
校

・
保
育
所
▼
一
斉

読
書

(中
川
西
小
)
▼
児

童
委
員
会

(中
川
東
小
)

な
り
や
す
い

体
質
。

⑳
濃
い
紅
色
。

⑳
組
み
立
て
材
料

一
式
。

⑭

校
。
合
格
目
指
し

て
通
う
。

⑳
ー
に

付

く
。
習

熟

し

て
、
ぎ
こ
ち
な
さ
が
な
く

な
る
。☆

は
が

き

に
住

所

・
氏

名

・
年
齢

・
職
業

・
電
話

番
号

・
自
分
の
思
っ
て
い

る
こ
と
や
建
設
的
な
意
見

を
記
入
の
上
、
=
T
3
9

6
-
0
0
2
1

伊
那
市

伊
那
3
6
4
8

伊
那
毎

日
新
聞
社

ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
係
」
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
締
切
り
11

月
2
日
。
抽
選
で
図
書
券

を
差
し
上
げ
ま
す
。
先
週

の
答
え
は

「キ
ネ
ン
シ
ャ

シ
ン

(記
念
写
真
)」
で

し
た
。
矢
島
寿
賀
子
さ
ん

(伊
那
市
)、
宮
沢
由
美

さ
ん

(駒
ヶ
根
市
)
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま

す
。

当

番

医

10
月
28
日

重
盛
医
院

(内

・
小
)
‖

伊
那
市
室
町

宕
7
2

・
2
3
8
4

春
日
医
院

(外

・
内
)
11

同
市
中
央
区

宕
7
2

・
3
8
0
3

富
士
眼
下
医
院

(眼
)
11

同
市
狐
島

宕
7
4

・
7
1
6
6

古
村
医
院

(内
)
11
辰
野

町

宕

0

2
6

6

・
4

1

・

　

　
　
　
エ
ヨ

鈴

木

医
院

(
内

・
小

)

11

駒

ヶ
根
市

東

伊

那

宕

8
3

・
4

0
2

4

当
番
薬
局

真
誠
堂
薬
局
11
伊
那
市
中

央
区
本
通

告
7
2

・
3
5
2
4

駒
ヶ
根
フ
ァ
ミ
リ
ー
薬
局

‖
駒
ヶ
根
市
北
割
塩
木

宕
8
1

・
1
4
3
1

飯
島
亀
田
薬
局
‖
飯
島
町

飯
島宕

8
9

・
1
0
0
6

西
川
薬
局
‖
辰
野
町
下
辰

野
本
町

宕
0
2
6
6

・
4
1

・

0
寸1
?
UQ
)

ゆ応か な暮 白しを@輿 ㍍イ薮
ゾ ゆヘ ダ へ 　 ゾ へ 　 ペ ゾ 　 へべ

各 種最新 情報 を ノ
あな た にお届 けす る/ゴ

＼_メ ＼_♂ ～_＼ 一_＼_＼_

 

盈

襲
、マ

魂
駆
.

㍗
㌧

、

磯 カッ ト&パ ーマ 麟

タペきネし　き イミナ

美容室みぞ ぐち
専用駐車場あります。

伊那市旭町(長野銀行前)TEL(0265)72・3776

ご贈答に喜ばれる

清 酒 ▲1

芦
顕
お酒は二十才 になってから…。

薩竃漆戸醸造㈱
伊那市TEL78-2223㈹

有 線78-2223

屋根の塗装シースン
～:～":～:':':4㌧ ン～:':司 ㌧:':'1～ 舟～:':4㌧:':'

今が塗り替えの

シースンで動〃
皆様お住まいの

屋根はすくなく

とも4～5年 に

一度は塗り替え

なくては可哀そ

うです。

塗装工事・防水工事(見 積無料)

■、株式会社プ カ Ψ 力
伊那市西春近2426-2宕72-3528

}ま早目の手入れで長持ち

藩竃警僕選ii豊iil6

◇事業資金◇運転資金◇教育資金

◇生活資金◇レジャー資金◇借換資金

◇不動産売買◇不動産賃貸◇手形割引
⑫

＼工 」)

コ1二 巨 ■

100万 円～1≧,◎00万 円

事務手数料 ・調査費不要

●実質年率/2555%～292G%6ご返済/最長10年(120回内)、元利均等払(ボーナス{‖用可)

●必要書類/登記簿6本、公図他●要審査●資格/法人、個人を問わず、抵当順位不問●遅延

損害金年率/2555%～292G%●登記費用、印紙代実費●その他詳細説明はご融資時に

10万 円を30日 で、

お利息は2,100円

貸金業登録番号長野県知事⑥第50号宅建業免許番号長野県知事③第3868号
長野全協承認12吋)64

⇔中央商事灘
JR伊那北駅前宕72・2855部72・2677
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松 井 自1
ゆたかなヲ

編膏 《ごう

駒
ケ
根
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

… 羅羅購霧醸臓纏灘

 

ノ

響
鞠

中原市長から任命書を受け取る芦部会長

駒
ケ
根
市
行
政
改
革
推

進
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
、

今
年
度
の
第

一
回
目
の
会

議
を
市
役
所
で
開
い
た
。

市
が
各
種
団
体
の
代
表

者
で
つ
く
る
同
委
員
会

(芦
部
次
郎
会
長
・
十
二

人
)
に
、
第
二
次
行
政
改

革
大
網

(
一
九
九
六
-
二

〇
〇
〇
年
)
の
推
進
状

況
、
第
三
次
行
政
改
革
大

網

(〇

一
1
0
五
年
)
の

進
捗
状
況
を
報
告
し
た
。

第
二
次
は
、
事
務
事
業

の
改
善
、
見
直
し
を
九
十

四
件
実
施
し
た
。
補
助

金
、
負
担
金
は
三
十
三

件
、
七
百
万
円
を
削
減
。

登
記
事
務
、
高
原
マ
ラ
ソ

ン
と
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
運
営
、
福
祉
用
具

の
貸
出
管
理
な
ど
七
件
を

民
間
へ
委
託
し
た
。

今
年
三
月
に
策
定
し
た

第
三
次
は
市
民
の
主
体
性

と
自
己
責
任
を
尊
重
、
市

民
に
開
か
れ
た
透
明
性
の

高
い
行
政
の
実
現
、
市
民

本
位
の
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
な
ど
を

基
本
方
針
に
掲
げ
る
。
▽

地
方
分
権
の
推
進
▽
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
▽

時
代
に
即
応
し
た
組
織

・

機
構
の
見
直
し
▽
公
務
能

率
の
向
上
と
職
員
の
意
識

改
革

・
能
力
開
発
の
推
進

▽
行
政
情
報
化
の
推
進
と

透
明
性
の
向
上
1
な
ど
を

重
点
に
置
く
。

ま
た
、
地
域
住
民
の
発

言
を
積
極
的
に
反
映
さ
せ

る

「ま
ち
づ
く
り
小
委
員

会
」
や
、
〇
三
年
か
ら
の

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
向
け
、
「庁
内
検
討

会
」
を
設
置
す
る
ほ
か
、

議
会
報
録
音
テ
ー
プ
の
貸

し
出
し
に
よ
る
情
報
公
開

な
ど
が
実
施
計
画
に
盛
り

込
ま
れ
、
何
百
万
円
も
費

や
さ
れ
る
I
S
O
取
得
に

つ
い
て
は
、
同
検
討
会
を

中
心
に
今
年
度
中
に

一
定

の
方
向
性
を
示
す
。

委
員
十
二
人
の
う
ち
七

人
が
新
た
に
入
れ
替
わ
っ

た
。任
期
は
来
年
三
月
ま
で
。

平
山
郁
夫
と
秀
作
絵
画
展

ベ
ル
駒
店
で
30
日
ま
で

「平
山
郁
夫
と
秀
作
絵

画
展
ー
巨
匠
か
ら
人
気
作

宮
田
村
の
緊
急
経
済
雇
用
対
策

プ レ ミア ム

商品券を発行

 

宮
田
村
の
緊
急
経
済
・

雇
用
対
策
本
部
会
議
が
二

十
六
日
、
役
場
で
開
か
れ

た
。
村
、
商
工
会
、
J
A

の
関
係
者
ら
約
二
十
人
が

出
席
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
の
発
行
を
は
じ
め
と

す
る
支
援
策
に
取
り
組
む

こ
と
を
決
め
た
。

商
業
、
工
業
、
建
設
業

を
対
象
に
し
た
緊
急
経
済

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

「六
六
%
が
受
注
額
、
ま

た
は
売
上
額
が
減
少
し

た
」
「半
年
先
の
見
通
し

も
六
六
%
が
悪
化
す
る
と

回
答
し
て
い
る
」
現
況
を

踏
ま
え
、
支
援
策
と
し
て

村
制
度
資
金
の
利
用
拡

大
、
公
共
事
業
の
早
期
発

注
と
村
内
業
者
へ
の
受
注

増
大
な
ど
四
項
目
を
掲
げ

た
。
制
度
資
金
に
つ
い
て

▽
小
口
事
業
資
金
の
限
度

額
を
四
百
万
円
か
ら
五
百

万
円
に
引
き
上
げ
る
▽
特

別
運
転
資
金
の
貸
付
期
間

を
五
年
か
ら
六
年
に
、
利

子
補
給
期
間
を
四
年
か
ら

六
年
に
延
長
す
る
ー
と
し

た
。
十
一
月

一
日
か
ら
適

用
。ま

た
、
村
内
の
消
費
需

要
を
高
め
る
た
め
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
を
千
セ
ッ

ト
発
行
す
る
。
額
面
千
円

の
十

一
枚
つ
づ
り
を
一
万

円
で
販
売
。
千
円
分
〃
お

得
〃
で
、

一
セ
ッ
ト
に
商

品
券
が
当
た
る
抽
選
券
も

つ
く
。

一
人
十
セ
ッ
ト
ま

で
購
入
で
き
、
十

一
月
二

十
五
日
-
十
二
月
二
十
四

日
の
一
カ
月
間
、
商
工
会

商
品
券
の
加
盟
店
、
J
A

上
伊
那
A
コ
ー
プ
宮
田
店

で
利
用
で
き
る
。

商
品
券
は
十

一
月
二
十

五
日
午
前
九
時
か
ら
、
村

商
工
会
館
、
A
コ
ー
プ
宮

田
店
で
販
売
す
る
。

家
ま
で
ー
」
が
三
十
日
ま

で
、
駒
ケ
根
市
北
割

一
区

の
ペ
ル
シ
ャ
イ
ン
駒
ケ
根

店
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

か
れ
て
い
る
。

平
山
郁
夫
、
東
山
魁

夷
、
杉
山
寧
な
ど
日
本
を

代
表
す
る
作
家
の
版
画

や
、千
住
博
、
木
村
圭
吾
、

堀
川
え
い
子
な
ど
の
本
画

(日
本
画
、
油
絵
)
約
五

ぼ藁
べ　

妻

罫

 

ふ

議

十
点
を
展
示
し
て
い
る
。

見
ど
こ
ろ
は
、
「デ
ッ

サ

ン
の
神
様
」
と
表
さ

れ
、
生
涯
裸
婦
を
描
き
続

け
た
、
寺
内
萬
治
朗

二

八
九
〇
ー

一
九
六
四
)
の

㌫
誇
'

　

♪

郷㌻

り

iO㌧ 藻 凝議離 礁
寺内氏の 「裸婦」な ど人気作家の秀作が並ぶ

匡訂 建築装飾金物製造・レーザ」加工

支援策を検討する本部員

美
術
館
ク
ラ
ス
の
秀
作

「裸
婦

(8
F

∴

九
三

八
年
作
)
」。
ま
た
、
河
合

玉
堂
の
素
描
画

「鹿
」
も

あ
る
。

ゲー ト上伊那大会

8町村から40チームが参加

飯島町「七久保」が優勝

 

県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

上
伊
那
郡
支
部
主
催
の

「第
3
0
回
秋
季
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
(森
下
峰

高
大
会
長
)
は
二
十
四

日
、
飯
島
町
七
久
保
の
柏

木
運
動
場
で
開
い
た
。
八

町
村
か
ら
4
0
チ
ー
ム
、

約
3
0
0
人
が
参
加
し
、

優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。
飯
島
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

(紫

芝
修

一
会
長
)
主
管
。

春
と
秋
に
開
い
て
い
る

恒
例
の
年
二
回
大
会
で
、

今
年
で
十
五
年
目
。
開
会

式
で
は
、
森
下
大
会
長

が
、
選
手
の
高
齢
化
を
危

ぐ
す
る

一
方
、
「け
が
の

な
い
よ
う
に
、
有
終
の
美

を
飾
っ
て
欲
し
い
」
と
選

手
ら
を
激
励
し
た
ほ
か
、

、熊
(左か ら)片 桐俊 教 育

 

霧
顯

っ始球式 でボール を打

崎町長、森下大会長

地
元
を
代
表
し
て
熊
崎
町

長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

「七
久
保
」
の
福
島

一

一
さ
ん
が
選
手
宣
誓
を

し
、
来
賓
ら
に
よ
る
始
球

式
で
競
技
開
始
。
各
チ
ー

ム
は
、
1
0
コ
ー
ト
に
分

か
れ
て
リ
ー
グ
戦
で
競
っ

た
。各

町
村
か
ら
集
ま
っ
た

選
手
ら
は
、
十
二
月
に
中

川
村
で
開
催
予
定
の

「北

信
越
大
会
南
信
地
区
予

選
」
へ
の
出
場
権

(上
位

2
チ
ー
ム
)
獲
得
を
目
指

し
、
白
熱
し
た
試
合
を
見

せ
て
い
た
。

閉
会
式
で
は
上
位
3

チ
ー
ム
ま
で
が
表
彰
を
受

け
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

①
七
久
保

(飯
島
町
)

②
宮
木
南

(辰
野
町
)
③

田
切

(飯
島
町
)

%蓼が:∴_
菱 蓼:二 二鑑.

スル
羅

兵

…
懇蜘

.

(乏

給
0

ツ

鴨〉

最
快

■株式
1(代)FAX78
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駒
ケ
根
署
な
ど
は
二
十

六
日
、
宮
田
小
学
校
の
地

区
児
童
会
長
十
二
人
を

「地
区
の
生
活
安
全
委

員
」
に
委
嘱
し
た
。
犯
罪

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

子
ど
も
た
ち
に
防
犯
意
識

を
持

っ
て
も
ら
う
ね
ら

い
。
県
下
で
十
九
枚
目
。

大
阪
府
の
児
童
殺
傷
事

件
を
は
じ
め
、
全
国
的
に

通
学
途
中
の
児
童
を
対
象

に
し
た
事
件
が
発
生
。
さ

ら
に
少
年
非
行
が
低
年
齢

化
傾
向
に
あ
る
中
で
、
犯

罪
や
少
年
非
行
の
な
い
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち

の
防
犯
意
識
を
高
め
て
い

く
。委

嘱
式
で
、
高
畑
幸
敏

署
長
は
趣
旨
を
説
明
し

「地
区
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

意
識
を
持
ち
、
事
件
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
貸

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

そ
の
あ
と
、
地
区
児
童

会
長

(六
年
生
)

一
人
ひ

と
り
に
委
嘱
状
と
笛
を
手

渡
し
た
。

委
嘱
さ
れ
た
児
童
は
犯

罪
の
被
害
防
止
活
動
、
非

行
防
止
活
動
の
推
進
役
と

し
て
家
庭
や
学
校
で
啓
発

活
動
に
取
り
組
む
。

成
果
が
上
が
れ
ば
、
駒

ケ
根
署
管
内
の
小
学
校
に

も
広
げ
て
い
く
考
え
。

北原さんのサツマイモ

6㌔の大台突破

市民チャンピオン登録

 

つ
い
に
六
詩
台
を
突
破

ー
駒
ケ
根
市
の

「市
民
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
」

・
ジ
ャ
ン

ボ
サ
ツ
マ
イ
モ
の
応
募委嘱状を受け取 る地区児童会長

 

僅
治
『カ
　ら
　一
一
慧

騒
然
緬
一

(
二
十
五
日
)
で
、
市
内

下
平

の
北
原
久
子
さ
ん

(61
)
‖
農
業
1ー
が
収
穫

し
た
ベ
ニ
ア
ズ
マ
品
種
は

重
さ
六

・
五
五
キ。、
胴
回

り
六
十
彗
の
堂
々
た
る
も

の
。五

月
末
に
苗
を
約
五
十

本
ほ
ど
植
え
た
う
ち
、
こ

れ
は

一
本
の
つ
る

二

棟
)
に

一
つ
だ
け
が
実

り
、
収
穫
時
は
畑
の
マ
ル

チ
を
突
き
上
げ
る
よ
う
に

土
の
中
か
ら
半
分

"立
っ

た
姿
"
だ
っ
た
と
い
う
。

「土
手
草
を
腐
ら
し
た

堆
肥
が
効
い
た
の
か
ね

え
。
大
き
す
ぎ
て
と
て
も

食
べ
る
気
が
し
な
い
。
応

募
も
ま
わ
り
の
人
が
勧
め

る
も
ん
で
…
恥
ず
か
し
い

よ
」
と
笑
っ
て
い
た
。

市
の
担
当
事
務
局
に
よ

る
と
平
成
十

一
年
の
五

・

三
五
キp
が
過
去
最
高
の
記

録
で
六
キ。超
は
初
め
て
。

今
年
は
市
内
各
地
で
ジ

ャ
ン
ボ
サ
ツ
マ
イ
モ
の
話

題
が
多
く
、
応
募
者
は
こ

れ
ま
で
に
六
人
が
登
録
し

て
い
る
。

北たし穫収をモイマツサボンヤジの
ん

㌔

さ
六
原

異
性

○

△

△

×

△

○

◎

△

×

△

△

△

金
銭

○

△

○

△

△

△

◎

○

△

△

○

×

健
康

△

×

×

○

×

×

△

△

○

×

◎

○

方
位

東北

東

東南

南西

北

南

北東

南東

西

南

北西

西北

吉
色

黄

緑

朱

銀

黒

赤

青

金

白

赤

金

紫

吉
数

6

2

3

7

9

4

1

5

8

4

5

10

鵠耀灘 、で
要ん肝学がく消よ解びス遊レくト良ス

恐の
にル禁ブ厳ラはトロで駄内無間。伸れ

纏一
活
味

もれ
るこ絞もにれつあ一て。と理日無休は

璽蹴鴨 が波
にの口調グ不ハ好グにチ共く身き心太

え変
吉をり戦が作広の機で好ま、ればこれ

Oダ
胆ア落がれささト解一誤ケをリ意デ本

本分
吉自さら引な強悟。覚くを行戦で苦位

れら
にど的な極あ積と。だが釣れ極恐消る

白し
に応和順温に。き運動幸のがり体周然

意
心
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